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１． 実施事業の概གྷ 
■オークスヴィレッヂの事業 
 
 ●障害者支援施設の経営(施設入所支援)――第１種社会ෳ祉事業 
 【定員：50 ໌】 

施設入所支援は、施設に入所するごཤ༽者の間帯において、入ཌྷ、排ᔖ、食事等の介護
その他චགྷな支援を行う。また、相談、助言等のほか、社会生活上のส宜の供༫、その他の日
常生活上の支援、機能訓࿇、健康管ཀྵ及びྏ育上の支援を行う。ごཤ༽者の༙する能ྙに応
じ、充実した日常生活を営むことができるよう努める。 

 
 ●障害ෳ祉サービス（生活介護）――第２種社会ෳ祉事業 

【定員：50 ໌】 
ＡＤＬの低下や自ถ症等に起因する行動障害など、身体・精神で常時介護をචགྷとする

ごཤ༽者に対し、安全でかな日常生活を営むことができるよう、個々のごཤ༽者に十配
ྂした支援を行う。また、創作活動や生産活動の機会の提供、外出や行事、レクリエーショ
ン等の参加など日中活動の充実を図る。 

 
●短期入所 ――第２種社会ෳ祉事業 
【定員：9 ໌】 

居宅において、その介護を行なう者の疾බその他のཀྵ༟により、短期間等の入所をචགྷと
する障害者等につき、短期間等入所させ、入ཌྷ、排せつまたは食事の介護その他චགྷな支援
を行なう。 

 
●地域生活支援事業（日中一時支援事業）――公益事業 
【定員：若干໌】 
障害者等の家族の就࿓支援、および、障害者等を日常的に介護している家族の一時的な休息

を的とし、障害者等へ日中における活動の場を提供し、見守り、社会適応訓࿇等を行なう。 
 ※日中一時支援事業は次の市区町村と契༁を締結。 
ひたちなか市、水戸市、那珂市、東海村、日ཱི市、常大宮市。 

 
●特定相談支援事業所――第２種社会ෳ祉事業 

【対象：当施設入所者】 
 基ຌ相談支援と計画相談支援を行い、支援がචགྷな障害のある๏やご家族が、談やアセス
メントを通して、一人ひとりのニーズや状況に合わせた「サービス等ཤ༽計画」を作成します。
その後は定期的にサービスのཤ༽状況などをซき取りし、ร更がචགྷな場合には「サービス等
ཤ༽計画」のร更・修正を行う。 
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２．各事業のཤ༽実績数ๅ告 
 
2.1 施設入所支援・生活介護 

ฑ成 30 年度入所ཤ༽者 ཤ༽状況ๅ告 
    

月 ཤ༽者数延べ 最大数 ཤ༽ི 

4 1,430 1,500 95.3% 

5 1,506 1,550 97.2% 

6 1,491 1,500 99.4% 

7 1,533 1,550 98.9% 

8 1,504 1,550 97.0% 

9 1,459 1,500 97.3% 

10 1,525 1,550 98.4% 

11 1,483 1,500 98.9% 

12 1,528 1,550 98.6% 

1 1,403 1,550 90.5% 

2 1,379 1,400 98.5% 

3 1,543 1,550 99.5% 

合計 17,784 18,250 97.4% 

 

 

 

  

 

    

    

    

    

 
 

ฑ成 29 年度入所ཤ༽者 年間ฑ均ཤ༽ི：97.8％  
一人あたりฑ均ཤ༽日数 356 日 

ฑ成 30 年度入所ཤ༽者 年間ฑ均ཤ༽ི：97.4％  
一人あたりฑ均ཤ༽日数 355 日 
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ฑ成 30 年度ཤ༽者在籍数(入所） 

  月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 小計 合計 

男性 

Ἔ城 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 228 

324 東京 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72 

千ཁ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24 

女性 

Ἔ城 20 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 251 

275 東京 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

長崎 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

合計  49 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 599 599 

                

       注  月のཤ༽者数です 
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2.1-1 入退所状況 
ฑ成 31 年 3 月 31 日 

ฑ成 30 年度入退所者数 
        
        
        

 入所前の所在 性พ 入所者数 退所ཀྵ༟ 性พ 退所者数  

         

 家庭 男 0 家庭帰 男 0  

  女 1   女 0  

 他施設 男 0 他施設へ移動 男 0  

  女 0  女 0  

 බ院 男 0 入院 男 0  

  女 0  女 0  

 その他 男 0 地域社会へ移行 男 0  

  女 0  女 0  

     その他 男 0  

      女 0  

         

 合計 男 0 合計 男 0  

   女 1   女 0  

 
 
 

4



 
 

2.1-2 施設入所ཤ༽ 待機登者数 
 

 男性 
待機登者数 

女性 
待機登者数 

ひたちなか市 11 6 

那珂市 1 2 

東海村 4 2 

常太田市 1 0 

日ཱི市 6 3 

水戸市 1 2 

Ἔ城町 1 0 

つくば市 0 0 

鹿嶋市 1 0 

潮པ市 1 0 

台東区 1 0 

合計 28 17 

昨年度 22 15 
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2.2 短期入所者 
ฑ成 30 年度短期入所 ཤ༽実績ๅ告 

    

月 者 児 合計 

4 120 0 120 

5 86 0 86 

6 89 0 89 

7 95 0 95 

8 91 0 91 

9 88 0 88 

10 114 0 114 

11 110 0 110 

12 102 0 102 

1 87 0 87 

2 101 0 101 

3 93 0 93 

合計 1176 0 1176 

昨年度 1877 0 1877 
    

1 日当たり 3.2 人のཤ༽があった。 
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2.3 日中一時支援 
ฑ成 30 年度 日中一時支援事業等 ཤ༽実績ๅ告 

        

月 ひたちなか市 那珂市 水戸市 日ཱི市 常大宮市 東海村 月พ計 

4 17 3 0 0 0 0 20 

5 19 3 0 0 0 0 22 

6 26 4 0 0 0 0 30 

7 21 4 0 0 0 0 25 

8 32 5 0 0 0 3 40 

9 33 4 0 0 0 0 37 

10 30 3 0 0 0 0 33 

11 24 5 0 0 0 0 29 

12 24 2 0 0 0 5 31 

1 15 1 0 0 0 1 17 

2 23 4 0 0 0 2 29 

3 33 3 0 0 0 0 36 

合計 297 41 0 0 0 11 349 

昨年度 416 45 0 8 0 1 470 

 
2.4 指定特定相談支援事業 ཤ༽実績ๅ告 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年間合計 

モニタリング
件数 

1 1 1 0 6 2 0 1 15 2 14 3 46 

計画件数 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 6 

月พ合計 2 1 1 0 6 3 1 2 15 2 14 5 52 
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３． ཤ༽者の状況ๅ告 
3.1 年ྺ構成 

ฑ成 31 年 3 月 31 日 

ཤ༽者年ྺ構成න 
 

    
   区 
 
 
性พ 

                    

合 
 

計 

最
高
年
ྺ 

最
少
年
ྺ 

ฑ 
 

均 

16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

20 25 30 35 40 45 50 55 60  

                    

男 0 0 0 1 1 8 4 4 2 7 27 71 35 
49.
7 

女 0 0 0 1 2 2 4 3 4 7 23 74 33 
54.
3 

計 0 0 0 2 3 10 8 7 6 14 50     
51.
8 

ർི(%) 0% 0% 0% 4% 6% 
20
% 

16
% 

14
% 

12
% 

28
% 

100%       

 
3.2 障害支援区のා 

                                  
    
区 
 
 性พ 

6 5 4 3 2 以下 計  

男 18 4 4 1 0 27  

女 8 9 5 1 0 23  

計 26 13 9 2 0 50  

ർི 52% 26% 18% 4% 0% 100%  
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3.3 各種手帳の所持状況 
ฑ成 31 年 3 月 31 日 

ྏ育手帳の所持状況   
                                  
    
区 
性พ 

⡥ A B C 計       

男 10 12 3 2 27       

女 6 12 5 0 23       

計 16 24 8 2 50       

ർི 32% 48% 16% 4% 100%       

                                  
                                  
                                  

身体障害者手帳の所持状況 
                                  
                                  

等級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 計    

所持数 0 1   1 2   4    

 
3.4 年金受給状況 

                                  
                                  

  
障害者基礎年金 ྺ厚生年金 າ支給 

計 
1 級 2 級     

入所者数 31 16 (1) 3 50 
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４．各作業ൟ活動ๅ告 
ཤ༽者個々のニーズや希等を把握し作成した個พ支援計画に沿って、食事・排ᔖ・入ཌྷ等

の日常生活支援及び運動・創作活動・༪暇活動等の日中活動支援を行いました。生活の充実
と生活スキルの維持向上及び身体機能の維持向上に取り組みました。 
 

4.1 のびのびൟ事業ๅ告 
 
プログラムの課題ๅ告 
 
・生活していくなかで欠かせない清掃や洗濯などにຘ日携わることを通じて、他ཤ༽者との協調

性や協ྙし合う気持ちをい、作業参加への意ཋややり遂げた後の充実感をັわうことがで
きるよう支援を行いました。 

・個々の特性に配ྂしたプログラムを組み、充実した日常を過ごせるような手助けになる支援を
行いました。 

・安定した生活リズム、楽しく༙意義な生活につなげる作業の提供を行いました。 
 

支援གྷ ［担当職員］石川・磯㟔・砂押 
 
支援事項 

・身ว処ཀྵ支援…手洗い、ක剃り、気温に応じた衣ྪの調整をຘ日行いました。 
・洗濯作業・室内清掃 
これらを通し、自らのༀ割に責任を持ち取り組んでいただくと共に、忍耐ྙをえるよう支
援を行います。また、互いに協ྙし合う気持ちを育みました。 

 ・気転換になるような外出も計画しました。 
 ・ຘ月の༩定がかるようスケジュールをཱིてるなど、見通しをཱིてる事により、意ཋ的に作

業に取り組めるよう支援しました。 
 
ཻ意点 
・個人の発達・個性に応じた支援を行うと共に長所を伸ばせる支援を心掛けました。 
・個人の体調・体ྙ・年ྺを考ྂし、安全に配ྂしながら支援を行いました。 
・職員間の情ๅ交換を大切にし、ཤ༽者に対するཀྵ解を深め、よりྒྷい支援の向上に努めました。 
・緊急時に素早く対応できる心構えを持ち、また責任を持って支援を行いました。 
・道具を大切に使༽し、整ཀྵ整頓の習慣を身に着けられるよう支援を行いました。 
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ฑ成３０年度  のびのびൟ 個พ支援ඬ 
 

○つつい༹ 
 ຘ日の身だしなみや衣ྪ調整をຘ日ごຌ人と行いコミュニケーションを図りました。また、ཚ

ち着いている時には職員と行動出པるよう声をかけ、意ཋの向上を図りました。 
 
○かすお༹ 
 ຌ人の体調や気温などを考ྂし、ໃཀྵのໃい囲で作業に参加していただきました。また、他

ཤ༽者との関わりに配ྂし、གྷな言動がみられた際には、トラブルをາ然にぐ為、声掛け
させていただきました。 

 
○おおつか༹ 
 ごຌ人とのコミュニケーションを大切にする事で信བ関係の構築を指しました。安定に

なることが続いていましたので、継続し作業に参加することで、間の日課に繋げられるよう
支援しました。 

 
○おかざき༹ 
 他ཤ༽者との関わり๏により安定になる事が続いていました。関わり合いにཻ意しながら、

自らのༀ割をཀྵ解し、責任を持って最後までやり遂げられるよう支援しました。 
 
○おその༹ 

他ཤ༽者と協ྙし成し遂げる事で、一緒に喜びをかち合い、意ཋの向上・維持につながるよ
う支援しました。また、思いやりや協調性をえるよう支援しました。 

 
○かわさき༹ 
 精神の安定を図り、感情に左右されず協調性を持って他ཤ༽者と関われるよう支援しまし

た。また、ຌ人の特性をཀྵ解し、その場に応じた参加の促しを行いました。 
 
○きくち༹ 
 他ཤ༽者や職員との関わりに配ྂしつつ、ごຌ人の得意な作業内༲をໝ索していきました。ま

た、意ཋの向上が図れるよう支援しました。 
 
○こばし༹ 
 集中して作業に取り組み、最後までやり遂げる事の大切さをえるよう支援しました。また、

他ཤ༽者とのコミュニケーションがとれるよう配ྂしていきました。 
 
○わたひき༹ 
 他ཤ༽者との関わりに配ྂし、協調性をもって作業に取り組めるよう支援しました。また、他

ཤ༽者にགྷな言動がみられた際には、その都度声を掛けトラブル止に努めていきました。 
 
○ふじさく༹ 
 他ཤ༽者とのトラブル止にཻ意し、その場に応じた作業参加を促しました。また、継続した

作業参加が出པるよう、声掛けや作業内༲をໝ索していきました。 
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ฑ成３０年度 のびのびൟ  
月พ支援プログラム 

 
月 支援内༲ 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

○同じ作業ൟとしての仲間意識と作業参加への共通ཀྵ解を深めた。 

○年間を通しての作業内༲やླྀれを把握した。 

 (主として、洗濯作業、清掃作業、体ྙ作り) 

 

 

 

○支援๏๑の検討及び見直し。 

 

 

 

 

 

 

○１年間の価及びൕ省、པ年度の課題を検討。 

ඍ考 ・施設の年間行事(夏祭り、さよならパーティー等)に合わせて準ඍ、࿇習
なども作業として取り入れた。 

・季節、天候に応じて、活動内༲をร更した。 
・健康や安全には十な配ྂをして支援を行った。 
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ฑ成３０年度  のびのびൟ  
活動日課及び週間日課 支援プログラム 

 
 AM PM 

 
月 

洗濯干し 
ラジオ体操・ウォーキング 

清掃 
身ว処ཀྵ 

洗濯取り込み 
仕け 

ワークサンプル 

 
火 

洗濯干し 
ラジオ体操・ウォーキング 

清掃 
身ว処ཀྵ 

洗濯取り込み 
仕け 

ワークサンプル 

 
水 

洗濯干し 
ラジオ体操・ウォーキング 

清掃 
身ว処ཀྵ 

洗濯取り込み 
仕け 

ワークサンプル 

 
 

洗濯干し 
ラジオ体操・ウォーキング 

清掃 
身ว処ཀྵ 

洗濯取り込み 
仕け 

ワークサンプル 

 
金 

洗濯干し 
ラジオ体操・ウォーキング 

清掃 
身ว処ཀྵ 

洗濯取り込み 
仕け 

ワークサンプル 

※悪天候時の作業内༲は、ྡ機応รに対応した。 
※気転換や運動足にならないよう、屋外活動や近ྣ散策も行った。 
※時間内で作業内༲を遂行出པるよう計画した。 
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ฑ成３０年度 のびのびൟ日課න 
 

時間 日 課  
８：３０ 洗濯干し  

９：３０ ラジオ体操、ウォーキング  

１０：１５ 手洗い支援  
１０：３０ お茶休憩、トイレ休憩、身ว処ཀྵ  
１０：５０ 館内清掃  
１１：２０ 配膳  
１２：００ 昼食、休憩  
１３：１５ 作業開始  
１３：３０ 洗濯こみ・仕け作業  
１４：３０ 入ཌྷ準ඍ、ワークサンプル  
１４：４５ 手洗い支援  
１５：００ おやつ、トイレ休憩  
１５：１５ 検温  
１５：３０ 作業終྅  

 
※可能な日には、施設外に行きウォーキングを行いました。 
※作制作なども行なっていきました。 
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4.2 なごみൟ事業ๅ告 
プログラムの課題ๅ告  

・ ཤ༽者個々の個พ性を念頭に置き、個พ支援を行う事により精神安定と ADL の向上を
指しました。 

・ 売や行事に向けて作を作成し製化しました。 
・ 自らが作り上げる事で達成感や喜びを感じられるよう支援しました。 
・ まくら作成に関しては手順通りに確認を念入に行い、虫の発生をぎました。 
・ 作業活動を通して思いやりの気持ちや協調性が持てるよう支援しました。 

    

 
支援གྷ [ 担当職員 ：関、ຉ江 ］            

 
 
支援ๅ告 
・まくら作り(害虫駆除→そば殻干し→ふるい→そば殻入れ→製作→売) 
・ 定期的に施設内整ඍ、屋外清掃、施設周วのゴミ拾いを行いました。 
・ 身ว処ཀྵ支援 身だしなみ（ひげ剃り、衣ྪの調整などの声掛け） 
・ ຘ日作業参加シールを貼って頂き、参加意ྙを高めるようにしました。 
・ 作業開始、終྅時のメリハリをけました。 
・ 時間を守れるようにしました。 
・ 体ྙ作り（ラジオ体操、ウォーキングなど）を行いました。 
・ 雨天時、ワークサンプルを取り入れ精神状態を安定させる。また、屋内でできる作業を提

供しました。 
・ ຘ月 1 回の外出を設け、気転換を図り、作業意ྙの向上に努めました。 
 
ཻ意点 
1：一人一人の個性に応じた個พ支援を行いました。 

２：るいฉ囲気の中で作業を行いました。 
３：材ྋや道具を大切に使い、整ཀྵ整頓・確認の習慣を身につけました。 
４：挨拶当൬等、積極的にༀ割を持たせました。 
５：精神状態の把握（න情、行動、言動など）をしました。 
６：所在の確認、危険の取り扱いや所持に注意しました。 
７：自己中心的にならず、お互い助け合う仲間作りを声掛け支援しました。 
８：個人の体調、精神状態、年ྺ、体ྙを考え作業内༲の確認を定期的に行いました。 
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ฑ成 30 年度なごみൟ個พ支援ๅ告 
 

〇みやうち ༹ 
ຘ日作業に参加できるよう声の掛け๏に工をして参加を促がしました。作業に対しての意識
は高いので、自信を持たせ作業意ཋの向上を指しました。、体ྙ低下止の為に、適度な運
動を取り入れて体ྙ作りを行いました。 
 
〇こみや ༹ 
休むことなく作業に参加されています。積極的に取り組む姿勢も見えられています。わかりやす
い作業を提供し、自信を持たせるよう支援しました。ิ 行状態にも気をけ、下肢筋ྙの低下を
止する為に適度な運動を取り入れ行いました。 
 
〇いばらき ༹ 
ຘ日の精神状態を把握して精神の安定を図り、作業の参加を促しました。集中できる作業を提
供し、ཚち着ける環境作りに努めました。体調では、てんかん発作に注意し、状態の把握に努
めました。また、体ྙ低下止の為、適度な運動を取り入れ行いました。  
 
〇ほんだ ༹ 
作業においては積極性があり、いろいろな作業をされています。作業意ྙの維持に努め、自信が
持てるよう支援しました。また、下肢筋ྙの維持の為、適度な運動を取り入れ行いました。 
 
〇ほりうち ༹ 
 作業参加の意識はあり、集中してできる作業を提供し、ཚち着ける環境作りに努めました。
ຌ人にとってわかりやすい言ཁで説し、できる作業を増やしていけるよう支援しました。ま
た、体ྙ低下止の為、適度な運動を取り入れ行いました。 
 
○あめさわ  ༹ 
 作業意ཋ、作業内༲のཀྵ解は十に見られます。作業に対する責任感を身にけるよう支援
しました。ิ行状態、てんかん発作に注意し見守りを行いました。また、体ྙ低下止の為
に、適度な運動を取り入れて体ྙ作りを行いました。 
 
○わたなべ ༹ 
生活のリズムをつける為、ຘ日の作業参加を促しました。作業は、丁寧に行え、挨拶もきちん
と出པる為、意ཋ向上に繋がる支援をしました。また、体ྙの低下を止する為に適度な運動
を取り入れ行いました。 
 
〇もとやま ༹ 
ຌ人が取り組める作業を提供し支援しました。、精神の観察をしながら 
協調性がわれる༹に支援しました。 
 
○しみず ༹ 
作業には、積極的に参加しています。身にけた作業技術が後退しないよう継続して進ิで 
きるよう支援しました。また、体ྙ低下止の為、適度な運動を取り入れ行いました。 
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ฑ成 30 年度 なごみൟ日課න 
 

時間 日 課  
９：３０ ラジオ体操、ウォーキング  

１０：１５ 身ว処ཀྵ 
手洗い・消毒 
水ึ給 

 

１０：３０ 作業開始   
１１：１０ 作業終྅  
１１：１５ 手洗い・消毒  
１１：２０ 昼食の配膳  
１１：４５ 昼食・休憩  
１３：１５ ベットメイキング  
１３：３０ 作業開始  
１４：００ 休憩  
１４：１５ 作業開始  
１４：４５ 作業終྅   ฤけ・掃除  
１５：００ 手洗い・消毒・検温 おやつ  
１５：３０ 作業終྅・入ཌྷ準ඍ  

 
 

※参加確認、また意ཋ向上の為、作業始まりに自でシールを貼って頂きました。 
※週１回施設周วのゴミ拾い・施設内の環境整ඍを行いました。 
※気転換に月 1 回の外出を取り入れ行いました。 
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ฑ成３０年度なごみൟ週間支援計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇天候や時間の状況によって柔軟に活動内༲をร更します。 
〇週 1 回施設内の環境整ඍ、は施設周วのゴミ拾いを行いました。 
〇定期的に運動を取り入れ行いました。 
 

 
 
 
 
 

 AM PM 

月 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

火 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

水 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

金 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 
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月พ支援計画なごみൟ 
 

月 支 援 内 ༲ 
4 月 
 
5 月 
 
6 月 
 
7 月 
 
8 月 
 
9 月 
 
10 月 
 
11 月 
 
12 月 
 
1 月 
 
2 月 
 
3 月 

〇同じ作業ൟとしての仲間意識、思いやりを持たせるよう支援しました。 
〇一人ひとりに合った作業内༲の選択、支援๏๑の確認をしました。 
まくら作業・環境整ඍ・体ྙ作り 
 
 
 
<夏のいこい> 
 
 
 
<日帰りྃ行> 
 
〇作業内༲・支援๏๑の検討及び見直しをしました。 
 
<秋まつり> 
<さよならパーティー> 
 
 
 
 
 
〇1 年間の価・ൕ省を行い、པ年度の一人ひとりの作業内༲を見直しをしま

した。 
 ※常に人員確認と状況の把握に努める。またハサミの管ཀྵ、針のຌ数の確認と事ແ所へ

のศ却を怠らないようにしました。 
※まくら倉庫の施錠・使༽した電化製の確認をしました。 
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4.3 スマイルൟ事業ๅ告 
 

プログラムの課題ๅ告 
・個人の身体能ྙ、特性を考ྂしてプログラムを作成して、今後の施設生活を 
 快適に送れるよう QOL の向上を指しました。 
・個พ機能訓࿇プログラムを作成して、適正な機能訓࿇及び運動を行う事で ADL の向上を 

指しました。 
・認知症をཀྵ解して適切な対応を行えるようにしました。 
・笑顔が絶えない、るく楽しいൟ活動を行えるようにしました。 

 
支援員  [担当職員：稲川・足ཱི] 
 
支援事項 
 ○機能訓࿇及び体ྙ作り 
  個พの機能訓࿇プログラムを作成して、適切な機能訓࿇、リハビリテーションの実施を支援

しました。 
○レクリエーション 

  レクリエーションを取り入れた活動を行い、楽しく笑顔の絶えない活動を支援しました。 
 ○外出 
  外出を企画して心身共にリフレッシュできる機会を設けました。 
 ○認知症 
  認知症及び認知症の症状がみられるཤ༽者に対し、正しい知識を持ち対応していきました。 
 
ཻ意点 
１． 看護師と࿊携して個พの機能訓࿇プログラムを作成しました。 
２． 事故止に努め安全な活動を実施していきました。 
３． 適宜に個人プログラムの価して常に適切な活動を提供できるように努めました。 
４． ห強会を開き、リハビリテーション、認知症、レクリエーションの知識を身につけました。 
５． 職員間では情ๅの共༙をして、共通した支援が行えるようにしました。 
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ฑ成 30 年度 スマイルൟ個พ支援ๅ告 
 
○あまの ༹ 
 身体の可動域が小さくなってきているので、可動域訓࿇を取り入れて ADL 低下を軽減してい
きました。また、ิ 行状態も低下してきているので下肢筋ྙが低下しないよう訓࿇を取り入れて
いきました。自ཱིでの排ᔖが困難な状況なので排ᔖパターンを把握して清潔な状態がฯている
ようにしました。突発的に興ฅすることがあるので、ฑ穏で安全に過ごせるよう支援していきま
した。誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り入れていきます。排ᔖパターンを把握してトイレ
༢導を実施しました。 
 
○さかば ༹ 
 認知機能の低下がみられています。ຌ人が混ཛྷ、安にならないよう適切な対応をしていきま
した。また、看護師、医師と࿊携してຌ人がཚち着いて施設生活を持続できるよう支援していき
ました。運動をする機会が減っているので、ຌ人にあったプログラムを作成して運動を持続でき
るよう支援していきました。誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り入れていきました。 
 
○ほり ༹ 
 ADL の低下がみられています。運動を好まず、ウォーキングの際は座り込み拒൳がみられる
のが現状です。椅子に座っての運動などを取り入れて筋ྙ低下を止していきました。ຌ人が参
加できるレクリエーション等を取り入れて楽しくൟでの活動ができるよう支援していきました。
誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り入れていきました。排ᔖパターンを把握してトイレ༢
導を実施しました。 
 
○えびさわ ༹ 
 ADL の低下が顕著で自ྙでのิ行が困難になり手引きでの移動をされています。自ཱིして安
全にิ行が出པるよう下肢筋ྙ低下止をඬに、座位での機能訓࿇、ウォーキングを行いまし
た。意ཋ的に活動が出པるようレクレーションやຌ人の意向を考ྂした活動を取り入れていき
ました。穏やかに過ごし精神状態が安定できる環境を提供していきました。誤ᅠの可能性がある
のでᅠ下体操を取り入れました。排ᔖパターンを把握してトイレ༢導を実施しました。 
 
○かわの ༹ 
 意ཋ的に、ൟでの活動に参加できるよう声掛けや環境を提供していきました。ຌ人にできる手
伝い等も提供して、自発的に行動できるようになるよう支援していきました。運動をあまり好ま
ない傾向があり、下肢筋ྙ等の低下が考えられるので、椅子に座って出པる運動や楽しく行える
運動を提供していきました。笑顔を絶やさず活動ができるようレクリエーションも取り入れて
いきました。 
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○わたひき  ༹ 
 骨折により車椅子での生活を送っています。また、骨折による手術を施行しているのでබ院の
サマリーを参考に安全に生活が送れるよう努めました。ฑ行を使ったิ行訓࿇を安全に行い
ました。精神状態が安定して生活、ൟでの活動が送れるようレクレーションなどを取り入れてい
きました。認知症の症状があるので適切な対応がとれるよう知識を身につけていきました。誤ᅠ
の可能性もあるので昼食前にはᅠ下体操を取り入れていきました。排ᔖパターンを把握してト
イレ༢導を実施しました。 
 
○こばやし ༹ 
 精神的に安定な状態が続いています。ຘ日ൟでの活動が実施できていないのが現状なので、
ຌ人の意思を尊重して活動内༲を決定しました。つばさൟでの活動を選択することもあるので、
つばさൟとも࿊携していきました。健康では、ิ 行状態や精神を観察しながら運動を取り入
れていきました。精神の安定を最重གྷ課題として取り組んでいいきました。 
 
○みよ ༹ 
 血圧が高い状態が続いています。ຌ人は暖かくなると菜売の作業を楽しみにされていま
す。しかし、支援員のが届かない場所での作業は急ร時の対応が困難なので、体調ྒྷ時には
スマイルൟでの活動していきました。活動時には売ができないストレスがཹまらないような
楽しい時間を過ごせるプログラムを提供していきました。 
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ฑ成 30 年度 スマイルൟ 
月พ支援プログラムのๅ告 

月 支 援 内 ༲ 
４月 

 
 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

１０月 
 

１１月 
 

１２月 
 

１月 
 

２月 
 

３月 

○同じ作業ൟとしての仲間意識を共༙しました。 
○ひとり一人に合った作業内༲、機能訓࿇を作成してリハビリテー
ションやレクリエーションを年間を通して実施していきました。 
 
 
 
 
 
                       《夏の憩い》 
○3 か月ຘに、活動内༲を価してຌ人にあった活動を提供できる
ようにしました。                       
 
 
 
○3 か月ຘに、活動内༲を価してຌ人にあった活動を提供できる
ようにしました。 
                         《秋祭り》 
 

《さよならパーティー》 
 
○3 か月ຘに、活動内༲を価してຌ人にあった活動を提供できる
ようにしました。                                          

ඍ考 ・施設の年間༩定行事（夏の憩い、秋祭り、さよならパーティ等）
にあわせて準ඍ、࿇習などもとりいれました。 
・施設外支援を積極的に行うことで、地域社会との交ླྀ・参加を図
りました。 
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ฑ成 30 年度 スマイルൟ週間プログラム 
 

 AM PM 

月 朝の体操・ウォーキング 

ൟでの活動 

身ว処ཀྵ 

ා団ීき 

ൟでの活動 

入ཌྷ準ඍ 

火 朝の体操・ウォーキング 

ൟでの活動 

身ว処ཀྵ 

ා団ීき 

ൟでの活動 

入ཌྷ準ඍ 

水 朝の体操・ウォーキング 

ൟでの活動 

身ว処ཀྵ 

ා団ීき 

ൟでの活動 

入ཌྷ準ඍ 

 朝の体操・ウォーキング 

ൟでの活動 

身ว処ཀྵ 

ා団ීき 

ൟでの活動 

入ཌྷ準ඍ 

金 朝の体操・ウォーキング 

ൟでの活動 

身ว処ཀྵ 

ා団ීき 

作業場清掃 

入ཌྷ準ඍ 

※個พのプログラムを作成して、活動を行っていきました。 
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ฑ成 30 年度 スマイルൟ日課のๅ告 

 
時間 日 課 

９：００ ラジオ体操、ウォーキング 
９：３０ 活動開始 

（機能訓࿇、リハビリテーション 
 レクリエーション） 

１０：３０ お茶休憩 
１０：４５ 活動再開 
１１：００ 身ว処ཀྵ 
１１：２０ ᅠ下体操 
１１：３０ 手洗い 
１１：４０ 昼食、休憩 
１３：１５ ා団ීき 

活動開始 
（機能訓࿇、リハビリテーション 
 レクリエーション） 

１４：５０ 手洗い 
１５：００ おやつ 
１５：１５ 検温 入ཌྷ準ඍ 
１５：３０ 作業終྅ 

 
※トイレ༢導は個พの排ᔖパターンを把握して適宜に実施しました。 
※活動は、体調を考ྂして安全に実施しました。 
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4.4 めぐみൟ事業ๅ告 
 

プログラムの課題ๅ告 
・ཤ༽者個々の個พ性を念頭に、個พ支援を行う事により ADL の向上と確ཱིを指した。 
・個々に合った作業課題を設定し、やりがいを持って作業に取り組めるよう支援した。 
・農作を育て収穫し、売・食するという一࿊の過程を通して自然の大切さを学び、作り

の楽しさも感じていただけるように活動した。 
・マンネリ化した作栽培ではなく、新しい種栽培や皆と買へ行き、希も取り入れつつ

行う事で作業意ཋの向上や向上心、収穫への楽しみをうひとつとなった。 
・収穫した農作は自たちが食べるだけでなく、売を的としたもので、その過程である

農耕作業も単なる作業ではなく仕事であるという意識をった。 
・季節をわず屋外に身を置き作業を行う中で、肉体的強さだけでなく、精神的強さ、忍耐ྙ

を身にけていただけるようにした。 
・集団での作業活動の中から、団体行動での規ཱを学ぶ。また、自主性、協調性、他人を思い

やる気持ちを育めるように支援した。 
・新しい定期売場所として、月・に๑人内のこども園やฯ育園を設定した。菜の納・

陳・集金をメンバーが交代で趣くことで、社会性・コミュニケーション等を学ぶྒྷい機会
となった。 

 
支援གྷ  [ 担当職員 ] 岩間、田、ฤ岡、ඊ田 

 
 
支援事項 
・ 菜作り・売（栽培、収穫、売等） 
・ 施設内整ඍ、屋外清掃（ฤけ・除草・清掃作業等） 
・ 身ว処ཀྵ支援・身だしなみ（ひげ剃り、衣ྪの調整等） 
・ 作業開始・休憩・終྅と時間を決め、メリハリをける。 
・ 清潔ฯ持（作業着・手袋の洗濯） 
・ 安全の確ฯ（適切な༽具使༽・水ึ給・日焼け・虫よけ対策） 
・ 体ྙ作り（ラジオ体操、ウォーキングなど） 
・ 自習、レクリエーション、外出 

 
ཻ意点 
１：一人一人の能ྙに応じた個พ支援を行う。 
２：るいฉ囲気の中で作業を行う。 
３：材ྋや道具を大切にする。 
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４：掃除・おやつ当൬等、積極的にༀ割を持たせていく。 
５：精神状態・所在の把握。（න情、言動などに気を配る。） 
６：安全への配ྂ。（適切な༽具使༽、危険の取り扱いや所持に注意する。） 
７：自己中心的にならず、お互い助け合う仲間意識・協調性の育成を支援。 
８：作業支援を大切に、一人一人に向き合えるよう、ゆとりある作業日程をつく 

っていく。 
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ฑ成 30 年度 めぐみൟ個พ支援ๅ告 
 
すがも ༹ 
 ຌ人の希であった農作業も可能な限り取り入れつつ、年ྺや体調、気温等に十配ྂし、ໃ
ཀྵのない囲で作業支援を行っていただいた。頑張りすぎてしまう事がある為、適宜休憩をはさ
みながら、焦らず作業に取り組むよう支援した。また外出も好きで売作業もこなせるので市ༀ
所売・こども園売の納や集金なども行った。 

 
すずき ༹ 
 作業能ྙは高いが、気にむらがあり、積極性に欠ける事がある為、細かに༹子観察して精神
状態の把握に努めた。作業開始時に作業内༲を口頭で伝えておくとスムーズに取り組めた。集中
ྙと丁寧さはあるため、除草や農場整ඍなどその長所を生かせる作業を提供した。自発的に行動
出པるよう声掛けし、ຌ人がཚち着いて作業に取り組む事が出པるよう、集中しやすい環境を整
えた。また外出も好きで売作業もこなせるので市ༀ所売・こども園売の納や集金なども
行った。適切な衣ྪ調整・清潔ฯ持に配ྂした。 

 
さがわ ༹ 
 ർ較的提供した作業に対してやる気はあるが、行動が先走ってしまい、ඬからずれてしまう
事があるため、こまめに声掛けしながら軌道修正して作業を終えられるよう支援した。季節によ
って精神状態のร動が大きいため、細かな༹子観察や声掛けをして、精神状態の把握に努めた。
ຌ人にༀ割を持ってい、こなす事でやりがいを感じられるよう、市ༀ所売・こども園売の
納や集金なども行った。適切な衣ྪ調整・清潔ฯ持に配ྂした。 

 
おおうち ༹ 
 気にムラがあり、作業に対して拒൳があることがある。また提供した作業に対しての集中ྙ
がなく、またグループでの行動が苦手な༹子で徐々に作業場かられて行ってしまうことがみ
られる。その為出པるだけ職員と一緒に作業に取り組み、声掛けしてྯましながら行った。今年
度は、菜の収穫・梱ใ・除草・農場整ඍ・こども園売の納や集金なども行った。今後もや
る気を引き出すことが出པる༹、また個พの活動日課を考えていく。またຌ人と出པるだけ関り
を持ち、時間を守って他生と一緒に行動が出པるように支援していく。適切な衣ྪ調整・清潔ฯ
持に配ྂする。 

 
きくち ༹（短） 
 作業意ཋや積極性はあるが、集中して作業を行う事が出པなく、独自判断で行動してしまうこ
とがある為、きちんと指示をซいてから的確に行動出པるよう支援した。他人との適正な距感
を掴む事が出པない為、売を通して、社交性・コミュニケーション能ྙをい、身にける事
が出པるよう、市ༀ所売・こども園売の納や集金なども行った。

28

個人的な情報があるため非公開



 
 

 
やまぐち ༹ 
 作業能ྙが高く、繊細な作業もこなせる為、農作業全ൢや売所の準ඍ・市ༀ所売・こども
園売の納や集金なども行った。他生に対して指示を出したりと、リーダー的一も見られた。
今後も自で考え、行動が出པるように声掛けし、日々の作業に自主的に取り組む事が出པるよ
うにしていく。

 
しばた ༹ 
 売作業に対しては積極的だが、動く農作業に対してはあまり積極的ではなく、他メンバーに
指示を出していたり、自がこなすべき作業を他メンバーに丸投げする言動も見られた為、自
の作業は責任もって取り組むよう支援を行った。しかし、相手に休憩を促したり、体調を気遣
うなどのやさしい一も見られた。今後も自ら進んで作業を行えるよう、やる気を引き出すよう
な声掛け支援をしていく。作業に対してやりがいを感じられるよう支援していく。
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ฑ成 30 年度 めぐみൟ週間支援ๅ告 
 

○ 天候や気温、状況によって柔軟に活動内༲をร更する。 
○ 夏季はサマータイムとし、PM の気温が高い時間帯は休憩とする。 
○ 雨天時はワークサンプル、レクリエーション等も取り入れていく。 
○ 作業のྯみになるよう、月に 1～2 回程度外出の機会を作っていく。 
○ 直売所は冬季期間の間休業する。 

 

 ＡＭ ＰＭ 
月 清掃・ラジオ体操・ウォーキング 

身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
売༽作り（菜） 

こども園・ฯ育園売準ඍ 

菜売 
洗濯（衣ྪ等） 
作・農場管ཀྵ 

納 

火 清掃・ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
売༽作り（菜） 

 

畑作業 
洗濯（衣ྪ・手袋等） 
作・農場管ཀྵ 

集金 

水 清掃・ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
畑作業 
倉庫のฤけ、草取り 
売༽作り（菜） 

市ༀ所売 

畑作業 
洗濯（衣ྪ等） 
市ༀ所売 

作・農場管ཀྵ 

 清掃・ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
売༽作り（菜） 

こども園・ฯ育園売準ඍ 

畑作業 
洗濯（衣ྪ・手袋等） 
作・農場管ཀྵ 

納 

金 清掃・ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（ක剃り、手洗い、身だしなみ） 
売༽作り（菜） 

 

菜売 
洗濯（衣ྪ・足袋等） 
作・農場管ཀྵ 

集金 
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月พ支援ๅ告（めぐみൟ） 
月 支 援 内 ༲ 
 

4 月 
 
 
 
5 月 

 
 

6 月 
 

7 月 
 

8 月 
 

9 月 
 

10 月 
 

11 月 
 

12 月 
 

1 月 
 
 

2 月 
 
 

3 月 
 

 
○同じ作業ൟとしての仲間意識を持ってう。    作業時間《夏期》 
○個性にあった作業及び支援๏๑をໝ索する。 
○菜の植えけ。 
 
○年間を通して作業の内༲やླྀれを身につける。 
☆菜の植えけ、収穫。 
 
☆菜の植えけ、収穫。  

        ※夏のいこいの準ඍや࿇習も追加。 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。   ※秋祭りへの準ඍ。 
 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。  

※さよならパーティの準ඍや࿇習  
☆菜の植えけ、収穫。  
○作業内༲、支援๏๑の検討及び見直し 

作業時間《冬季》 
☆冬季は෫邪༩（うがい、手洗い、体温、体調のร化、通院） 
☆菜の植えけ、収穫。 
 
○１年間のൕ省をし、པ年度の改善点と課題を考える。 
☆菜の植えけ、収穫。  
 

 ●屋外作業が主である為、常に人員確認と状況の把握に努める。またカマやใ丁・はさ
みなどの刃ྪや除草剤等༂が多数あるため、使༽と管ཀྵには十に注意をう。（施
錠の徹底） 
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ฑ成 30 年度 めぐみൟ日課のๅ告 
 

 時間 内༲ 支援内༲ 
AM ８：４０ 申し送り  
 ９：３０ ラジオ体操・ウォーキング  
 １０：１５ 着替え・作業準ඍ 人員確認 
 １０：２０ 手洗い 手洗い支援 
 １０：３０ お茶 お茶準ඍ 
 １０：４０ 各作業場へかれる。  
  農耕作業、菜収穫・売準ඍ  
 １１：２０ 手洗い 手洗い支援 
 １１：４０ 昼食・昼休み  
PM １３：１５ 身ว処ཀྵ・着替え・準ඍ ベットメイキング 
 １３：３０ 作業開始・直売所オープン 人員確認 
  各作業場へかれる  
  畑草取り・石拾い、種まき・収穫等  
 １４：４５ 手洗い 人員確認 
 １５：００ おやつ  
 １５：２０ ཎ日売༽菜収穫・準ඍ 各作業場で行う 
 １５：３０ 直売所クローズ・作業終྅ 

※売れ残った菜は事ແ所前へ持って行

き、༨๏職員へ売する。 

人員確認 

 １５：４５ 検温・入ཌྷ 入ཌྷ準ඍ等 
 
○ 天候や気温、状況によって柔軟に活動内༲・作業時間をร更する。 
○ 雨天時はワークサンプル、レクリエーション等も取り入れていく。 
○ 作業のྯみになるよう、月に 1～2 回程度外出の機会を作っていく。 
○ 直売所は１３：３０～１５：３０を営業時間とする。売れ残った菜は職員向けに売する為、

施設正玄関へ持って行く。 
○ ຘ週月༷・༷はこども園・ฯ育園で菜を売していただくため、PM 納する。ただし、

菜の収穫ྖ・生育状況によっては週１回もしくはお休みする。 
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4.5 きらりൟ事業ๅ告    
プログラムの課題 
・ ひとりひとりを尊重しながら、活動へのモチベーションの維持・向上を図り、個々の༙する能

ྙを活かすことで、QOL の向上を指した。 
・ 適度な運動ྖを確ฯすることにより、ADL の維持・向上を指した。 
・ 一定の環境下におけるソーシャル・スキルの向上を指した。 
 

[担当職員：高安、塙、島๏、勝村、川上] 
 
支援事項 
 ○身ว処ཀྵ支援 
  手洗い、ひげそり、ා団ීき、衣ྪ整ཀྵを行い、ADL の向上を図った。 

○外清掃、リサイクル作業などを行う。 
  定期的な清掃時間に清掃を行います。リサイクル作業は、空き缶の潰し、選พ等を行った。  
 ○体ྙ作り 
  ウォーキング、体操等を取り入れ、体ྙの増進を図った。場合によっては外出をし施設外で

のウォーキングも行った。 
 ○室内作業 

新しい取り組みとして紙すき作業を取り入れ各個人が出པる囲でのハガキの作成等を
行った。また、室内清掃も行った。 

 
ཻ意点 
1. 作業中の怪我や事故のないよう、ཤ༽者の行動、ཤ༽者同士の関わりや作業環境などの安

全に配ྂし、責任感を持って支援した。 
2. 身体的・精神的な健康状態のร化を把握し、維持・改善に努めた。 
3. 発達水準、障害特性や性格などを考ྂし、個々に応じた支援を行った。 
4. 職員間の情ๅ共༙・意見交換を大切にし、ཤ༽者を多的にとらえ、個人のཀྵ解を深めると

ともに、支援スキルの向上とよりよい支援体制の構築に努めた。 
5. 体ྙ低下の止にྙを注いだ。 
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ฑ成 30 年度 きらりൟ個พ支援ๅ告 
○いけだ ༹ 
 今まで行っていた作業だけではなくຌ人に合わせた新しい作業も検討した。また、行動にもร
化が見られてきており集中ྙが散ຯになってきているためຌ人が出པる囲での作業を提供す
ることで QOL が低下しないよう支援した。 
 
○うえの ༹ 
  ගの怪我の影響で転倒のリスクが増えてしまいิ行時の見守りをしっかりと行った。常に
所在の把握がචགྷとなっているので注意深く༹子観察をして安全にൟでの活動が行えるよう支
援した。その他体重の増加も見られている為出པる限り運動を取り入れながらຌ人の好きな音
楽を聴く等の楽しみも増やしていった。 

作業内༲をわかりやすく説し、今何をすべきなのかを確にすることで、円滑に作業に取り
組めるよう支援した。ຌ人のこだわりから作業以外のことに気が向いてしまうことがあるため、
作業に集中できるよう環境調整を行った。 
 
○たかだ ༹ 
 支援員のึ助が少なくても集中して作業が行えるように支援した。ຌ人の能動的姿勢を尊重
しつつも、ຌ人に合った作業環境を作っていくことで、一定の作業を遂行するとともに、ཚち着
いて過ごせる時間を持てるように支援した。きちんとメリハリはけながらຌ人の好きな事は
大いに取り入れもึ充をしていった。また、所在の確認をすることで、安全に作業が行える
よう支援した。 
 
○ときた ༹ 
 作業環境を整えることで、集中して作業に取り組めるようにするとともに、作業時間であるこ
とを確にもってもらうように支援した。リサイクル作業および清掃作業の能ྙの向上を指
した。චགྷな時に手伝いも積極的に行っていただく事でຌ人のやる気を育てた。また、体ྙがཚ
ちないよう運動を多く取り入れていった。 
 
○ すずき ༹ 
作業意ཋを維持するとともにຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。、他ཤ༽者との関
わりに注意しトラブルをາ然にぎながらながらൟへの所属意識を持てるよう支援した。ADL
の低下をぐ為自で行う事が出པる事はしっかりと声掛けをし実施してもらった。 

 
○よこやま ༹ 

作業意ཋを維持するとともにຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。、他ཤ༽者との
関わりに注意しながらൟへの所属意識を持てるよう支援した。他ཤ༽者との関わりには注意深
く見守りを実施した。下肢のร形がみられていて特พなึ装具を装着しているため確実に装着

34

個人的な情報があるため非公開



 
 

できるよう支援した。声掛けを増やしຌ人が楽しいと思える作業内༲も検討した。 
 

○やまざき ༹ 
 他ཤ༽者の関わりを維持するとともに移動やとりかかりなど切り替えがスムーズにできるよ
う支援した。作業と༪暇の区พを伝え、ຌ人のペースになりすぎないよう支援した。また、スム
ーズに行動できるような事前説をするよう配ྂした。運動も取り入れながら日中活動、༪暇の
メリハリをけていった。 
 
○ほんだ ༹ 
 作業意ཋを維持するとともに、ຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。 
現在の作業能ྙの維持向上を図れるよう支援を行った。作業と༪暇のメリハリをけることを
大切にした。また体ྙがཚちない༹に運動を多く取り入れた支援をした。 
 
○ てらしま ༹ 

作業意ཋを維持するとともに、ຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。 
その際、作業内༲をかりやすく説し、作業能ྙの維持向上を図れるよう支援を行った。運動
にもྙを入れ健康の維持に努めた。 

 
○むらかみ ༹ 

作業意ཋを維持するとともに、ຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。 
その際、作業内༲をわかりやすく説し、作業能ྙの維持向上を図れるよう支援を行った。また、
ຌ人の希があれば塗り絵等提供した。手伝いの意ཋがあるのでお茶やおやつの準ඍの手伝い
を行い、その意ཋを継続できるように努めた。 
穏状態になる場合はຌ人のを傾聴してストレスの軽減に努めた。精神状態によっては静か
な環境での作業もしくは居室での静も取り入れながら他ཤ༽者とのトラブルが少なくなるよ
う支援をした。 
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ฑ成 30 年度 きらりൟ月พ支援ๅ告 
月 支 援 内 ༲ 
４月 

 
 
 

５月 
 

 
６月 

 
７月 

 
８月 

 
９月 

 
１０月 

 
１１月 

 
１２月 

 
１月 

 
２月 

 

３月 

○同じ作業ൟとしての仲間意識を持たせた 
○ひとり一人に合った作業内༲、支援๏๑を検討した 
○年間を通して個々にあった手先を使う作業等を実施した。 
○年間を通して、作業の内༲やླྀれを把握した 
 （主として体ྙ作り、清掃、リサイクル作業、室内作業、身ว処ཀྵ） 
 
☆ 年間を通して室内作業、体ྙ作りにྙを入れた。また、カレンダー作成等

を取りいれ悪天候でも作業が行えるようにした。 
 
  
                       《夏のいこい》 
○３ヶ月ごとに作業内༲、支援๏๑の検討及び見直しを実施した。 
 
○前期の検討及び見直しをもとに改ྒྷした、作業内༲、支援๏๑で後期の支援
を開始した。 

 
                       《秋祭り》 
 
 
                  《さよならパーティ》 
 
 
 
 
 

○年間の価及びൕ省をし、པ年度の課題を考えた 
ඍ考 ・施設の年間༩定行事（夏の憩い、秋祭り、さよならパーティ等）にあわせて

準ඍ、࿇習なども作業として取り入れた。 
・季節、天候に応じて、活動内༲をร更して行った。 
・年間を通して、適度な運動ྖを確ฯし、室内作業と外作業をバランスよく取

り組めるよう努めた。 
・施設外支援を積極的に行うことで、地域社会との交ླྀ・参加を図った。 
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ฑ成 30 年度 きらりൟ週間支援ๅ告 
 

 AM PM 

月 朝の体操・ウォーキング 

男子 D ルーム清掃 

身ว処ཀྵ・ා団ීき 

体ྙ作り 

室内活動 

リサイクル活動 

火 朝の体操・ウォーキング 

男子 D ルーム清掃 

身ว処ཀྵ・ා団ීき 

体ྙ作り 

室内活動 

リサイクル活動 

水 朝の体操・ウォーキング 

男子 D ルーム清掃 

身ว処ཀྵ・ා団ීき 

体ྙ作り 

室内活動 

リサイクル活動 

 朝の体操・ウォーキング 

男子 D ルーム清掃 

身ว処ཀྵ・ා団ීき 

体ྙ作り 

室内活動 

リサイクル活動 

金 朝の体操・ウォーキング 

男子 D ルーム清掃 

身ว処ཀྵ・ා団ීき 

体ྙ作り 

室内活動 

リサイクル活動 

※季節や天候を考ྂした上でྡ機応รに対応した。 
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ฑ成 30 年度 きらりൟ日課のๅ告 
 

時 間 日 課 ඍ 考 
９：３０ ラジオ体操、ウォーキング  

１０：１５ 手洗い支援  
１０：３０ お茶休憩、トイレ休憩、身ว処ཀྵ  
１０：５０ 男子 D ルーム清掃  
１１：３５ 手洗い支援  
１２：００ 昼食、休憩  
１３：１５ 作業開始  
１３：３０ リサイクル作業、体ྙづくり  
１４：３０ 入ཌྷ準ඍ、洗濯ฤづけ  
１４：４５ 手洗い支援  
１５：００ おやつ、トイレ休憩  
１５：１５ 検温  
１５：３０ 作業終྅  

※体ྙ作りは、ウォーキングや体操などを行った。職員の勤ແ状況に応じ弾ྙ的に取り入れた。 
※可能な日には、施設外に行きウォーキングを行った。 
※室内活動ばかりにならないようしっかりとした日課で過ごした。 
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4.6 つばさൟ事業ๅ告 
 
プログラムの課題ๅ告 
z よりྒྷい生活を送る為の一つとして、高ྺによる体ྙ・ＡＤＬ低下の༩を行いました。 
z 一人ひとりを大切にし、楽しいฉ囲気で活動することで活動への意ཋとましい人間関係の

場を持ちました。 
z ウォーキングや踏み台昇降、ボール運動など楽しく体を動かしながら体ྙづくりに努めます。

また屋外での生活にもཻ意して身体機能の低下をぎ、健康に充ཻ意した支援を行いま
した。 

z 健康・精神に配ྂし、充実したか活動が行えるよう個々に合わせた支援を行いました。 
 

支援གྷ ［担当職員：大山、寺山、神田、栗原、宇］ 

 
支援事項 
z 身ว処ཀྵ援助 

身だしなみ（ක剃り、洗顔、手洗い、排ᔖ、衣ྪの着脱、ベッドメイキングなど） 
z 体ྙづくり 

ウォーキング、外出、ボールを使った運動、踏み台昇降・ิ行訓࿇・の運൘ 
z 清掃 

女子棟Ｄルーム清掃、外清掃 
z レクレーション 

昔ながらの༣びを取り入れた運動・リズム運動・楽器を使っての作࿇習 
z 音楽 

季節に応じた音楽、リズム運動 
 
ཻ意点 
 １ ຘ日元気に作業に取り組めるฉ囲気をつくりました。 
 ２ 体ྙや体調を把握し、天候、季節に応じて活動内༲を計画、ร更しました。 
 ３ 個性に合わせた作業の選定と支援を行いました。 
 ４ 施設外活動の際、常に安全を考えた行動、支援にཻ意しました。 
 ５ 支援員同士情ๅを交換し、ཤ༽者に対するཀྵ解を深め、よりྒྷい支援の 
   向上に努めました。 
 ６ 季節に応じた身だしなみの確認を行いました。 
 ７ 転倒等、事故の止に努めました。 
 ８ 出པる限りの運動を取り入れ、体ྙ低下の止に努めました。 
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ฑ成 30 年度 つばさൟ個พ支援ๅ告 
 
しみず༹ 
 身体機能の低下をぎながら自で出པる事を維持しຌ人の自主性がく༹支援しました。尿失

禁༩のため、定時のトイレ༢導を行いました。 
 
たかはた༹ 

精神状態を観察し、体ྙの維持及び精神の安定を図りつつ足腰の機能低下をぐ活動を取り
入れました。また、認知症的症状としてれ、අ害ໟ想と思われる言動が多く見られる為、受༲
の姿勢でをซくことを心がけました。また、てんかん発作がみられるため、常に見守りを行いま
した。また、進んで作業に参加していただけるよう、声かけ・ຌ人のགྷをซき入れ支援しました。 

 
まとば༹ 
 特にබ状にཻ意し、健康状況をよく観察しໃཀྵのない作業活動を行いました。 
 自主性をい、ベッドメイキングは自で行う༹促しました。排せつ状況の観察にཻ意しました。

レクリエーションなどの作業内༲の充実を図り、活気ある活動が行えるよう支援しました。 
 
いいだ༹ 
 ຌ人に合った運動を取り入れ、身体的機能の維持増進に努めました。声掛けを増やしコミュニケー

ションを取る機会を作りました。精神に配ྂし、出པる事を増やせるよう支援しました。尿失禁
の༩のため、定時のトイレ༢導を行いました。 

 
おのせ༹ 
 足の状態にཻ意し、ึ そう靴の確認をしました。ཚち着いて作業に取り組めるよう、対人関係に配

ྂしました。排ส状況の確認を行いました。体調のร化や精神状態の安定さに早めに対処できる
ように配ྂしました。 

 
いそざき༹ 

精神状態に応じて柔軟に活動の参加を考え、穏の状態時の観察を行いました。活動参加時には
楽しんで参加出པるよう促しຌ人の居場所づくりに努め参加意ཋに繋げました。 

 
さかた༹ 
 適度な運動を取り入れ、身体機能の低下をぎました。また、転倒や異食にも気をけて支援しま

した。日常動作において出པることを維持するよう支援しました。四つṞいでの移動、ิ 行状態の
༹子観察を行いました。音楽を取り入れるなど、ストレスの軽減に努めました。定時のトイレ༢導、
排ᔖ確認を行いました。 

 
たむら༹ 
 自発性を持ってൟ行動が出པるようにすると共に、ຌ人の気持ちをἠみ取り、ཚちついて過ごせる

ように支援しました。屋外活動や運動支援内༲を充実させ、体重減少を図りました。 
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ฑ成 30 年度 つばさൟ週間支援ๅ告 
 

 ＡＭ ＰＭ 
月 身ว処ཀྵ、 

（ක剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

ラジオ体操・ウォーキング 

ベッドメイキング 
女子 D ルーム清掃 

スキルスクリーン・ちぎり絵 
火 身ว処ཀྵ、 

（ක剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

ラジオ体操・ウォーキング 

ベッドメイキング 
レクリエーション 

スキルスクリーン・ちぎり絵 
水 身ว処ཀྵ、 

（ක剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

ラジオ体操・ウォーキング 

ベッドメイキング 
体ྙ作り（屋外散ิ・雨天時は屋外） 

 
 身ว処ཀྵ、 

（ක剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

ラジオ体操・ウォーキング 

ベッドメイキング 
体ྙ作り（室内ストレッチ・踏み台昇降） 

 
金 身ว処ཀྵ、 

（ක剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

ラジオ体操・ウォーキング 

ベッドメイキング 
女子 D ルーム清掃 
スキルスクリーン・ちぎり絵 

 
 
〇対応職員状況により月に２回以上施設外（笠松運動公園）等に散ิへ出かけ、気転換を行い

ました。 
○天候や時間、状況によって柔軟に活動内༲をร更しました。 
○季節に応じ、外清掃を行いました。 
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月พ支援ๅ告（つばさൟ） 
 

月 支 援 内 ༲ 
 

４月 
 

５月 
 
 

６月 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

10 月 
 

11 月 
 

12 月 
 

１月 
 

２月 
 

３月 

 
○同じ作業ൟとしての仲間意識がもてるよう支援しました。 

     
○個性に合わせたより適切な課題の選定と環境を整えました。 
 
○年間を通して作業の内༲やླྀれを身につけました。 
 
 
☆夏期は特に熱中症に注意し、水ึ給を十に行いました。 

          
 
 
 
 
○作業内༲、支援๏๑の検討及び見直しを行いました。 
                     
 
さよならパーティへの準ඍや࿇習 
☆冬季は෫邪༩（うがい、手洗い、体温、体調のร化）・しもやけに注意をし

支援を行いました。 
 
 
 
 
○１年間のൕ省をし、པ年度の改善点と課題を考えました。 
○食事会 

 ●常に人員確認と状況の把握に努めました。また外出の際は、特にケガや事故
等に注意し、すぐ対応できるよう心がけました。 
●季節や温度にあった活動内༲や支援を行いました。 
●施設の年間行事、季節行事等にあわせて準ඍ、࿇習なども作業として  
 取り入れました。 
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ฑ成 30 年度 つばさൟ日課のๅ告 
 

 時間 内༲ 支援内༲ 

AM 
 

    ９：３０ ラジオ体操、ウォーキング  
 身ว処ཀྵ ක剃り 

１０：１５ 手洗い 手洗い介助 
１０：３０ お茶 お茶準ඍ 
１０：４０ 排ᔖ トイレ༢導 
１０：５０ 女子 D ルーム清掃 清掃支援 
１１：３０ 手洗い 手洗い介助 
１１：４５ 昼食  

PM １３：１５ ベッドメイキング 

作業開始 
人員確認 

１３：３０ 体ྙ作りの為の運動 
レクリエーション 

スキルスクリーン 

気温・季節に応じ、柔軟
に対応する。 

１４：４５ 手洗い 手洗い介助 

１５：００ おやつ  
 排ᔖ トイレ༢導 

１５：１５ 入ཌྷ準ඍ 検温 入ཌྷ準ඍ 検温 
１５：３０ 作業終྅  作業終྅ 

 
 

 
 
 
 
 
 

43



 
 

５． 給食実施状況ๅ告 
日々、看護師、支援員と࿊携を図り、ཤ༽者それぞれの身体状況に応じた食事を提供

し、健康の維持と疾බの重症化༩に努めました。また、ཤ༽者のᅄ好を大切にしなが
ら、栄バランスを考ྂした献ཱི作りとその提供に努めました。 

また、栄ケアマネジメントを通し、ཤ༽者の서機能や年ྺに合った食事形態・カロ
リーで提供し、ཤ༽者の健康管ཀྵにも努めました。栄・ᅄ好・季節等を考ྂした食事
の提供に努めるとともに、個々人の状況に合わせてカロリーのร更、食事形態の見直しを
行ってきました。 

 
5-1 月พ給食業ແ実施内༲ 

 
月 栄／厨業ແ 特 พ 献 ཱི （ 行 事 関 ࿊ ） 

４ ・ 厨内大掃除  
・ ฯ菌検査 
・ 荷重ฑ均栄所གྷྖ／食構成න作成 

お花見อ当 
お楽しみ食事会 
 

５ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 
・ ᅄ好調査 

テーブルマナー 
春の運動会 

６ ・ 栄状況ๅ告書提出 
・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査（6 月～９月まで月 2 回実施） 
・ 価格調査、ふき取り検査（専業者委託） 
・ 害虫駆除（バルサンໆによる） 
・ 衛生講習会（感染症・食中毒༩） 

お楽しみ食事会 
食事会（バーベキュー） 
 

７ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

創ཱི記念日 
七༨メニュー 

８ ・ 厨内大掃除 
・ ฯ菌検査 

夏のいこい 
土༽の丑の日、お楽しみ食事会 

９ ・ 厨内大掃除 
・ ฯ菌検査 

お楽しみ食事会 
 

１０ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

テーブルマナー 
運動会のおอ当 

１１ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査（11 月～3 月ノロウィルスฯ菌検査） 
・ 価格調査 

収穫祭 
お楽しみ食事会 

１２ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

鍋の日 
冬至 

１ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

おせちメニュー 
鍋の日 

２ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

節メニュー  
お楽しみ食事会 

３ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

ひなまつりメニュー  
鍋の日 
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【1】栄ྖ等の状況 

区 
エネルギー 蛋白質 カルシウム ビタミンＣ 

ｋcal ｇ ｇ ᶶ 
30 年度の栄基準ྖ 2200 60.0 650 100 
30 年度の実績 2086 77.7 654 133 

※ฑ成30年度栄基準値はฑ成29年日ຌ人栄摂取基準改定に伴い個人対応算出による 
 ฑ均値算出のため基準値より下回る数値がන記されている෨があります。 
 現状策定試༽期間のため、次年度に基準値見直しで実施しいたします。 
 
〈給食に関する๏針〉 
１．寛いで食事が出པるような配ྂ等 

・花の陳やBGM、テーブルクロスの配ྂなど、楽しい食事時間のฉ囲気作りに努めた。 
２．身体の状況に合わせた調ཀྵへの配ྂ等 

・エネルギーพ献ཱི（主食を大盛り、小盛りで対応）、塩制限食、カロリー制限食 
  刻み食、ミキサー食、ペースト食、クローンබ食、糖尿බ食 
  その他、疾බによる特พ食の供給につとめた。 
３．適温で給食提供についての配ྂ等 

・配膳時間に合わせて適温提供調ཀྵにつとめた。 
 卓上コンロを使༽してバイキングスタイルにし、温かいまま出すようにつとめた。 

４．身体状況に応じた自助具の活༽５、食堂のཤ༽可能人員及びཤ༽人数 
・自助具（スプーン、フォーク）  ・ཤ༽可能人員72໌ 
・介助༽コップや皿の使༽  ・ཤ༽人員72໌ 

５．ᅄ好調査・残食調査等の実施๏๑ 
・ᅄ好調査 アンケート 
・残食調査 ຘ食職員による検査食 

６．調査結果についての献ཱིへのൕ映 
・好まれるものはなるべく献ཱིに取り入れ、残食の多いものは調ཀྵ形態をรえる等の工を
する。 

７．栄基準ྖの算出๏๑ 
（ア） 性พ・年ྺพ荷重ฑ均 
（イ） ࿓差พ荷重ฑ均 
（ウ） 身長・体重・健康診断による個พ栄所གྷྖ算出 
（身体状況に応じ、大盛り・小盛りで対応） 
（エ） 疾බによる個พ所གྷྖ 
（オ） その他 
特พ食の提供の実施 
栄改善のための個人アセスメントの実施 
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【2】給食提供の状況 
ཤ ༽ 者 職 員 等 
年間延食数   年間延食数 

  入所者 短期入所 日中一時 
  
  

職員 
ボランティア 
実習生 

朝 食 17,437 996 0 朝 食 1 0 
昼 食 17,052 1,039 279 昼 食 5,223 39 
༨ 食 17,454 999 41 ༨ 食 355 0 
計 51,943 3,034 320 計 5,579 39 

 
【３】特พ献ཱི（行事食等）の提供 
バラエティーにんだ食事を提供。 
ຘ日を楽しく過ごせるような特พ献ཱིを作成し、あわせて食事のマナーのฯ持につとめた。 
 ・テーブルマナーフォーク・ナイフ等を使い、マナーを学ぶ。 
 ・鍋の日（冬季） 卓上コンロを使༽しての食事。 
 ・バイキング各自で選び、おかわり自༟。 
 ・お楽しみ食事会いつもと違った食事を楽しむ。 
 ・サンデークッキング第２、第４日༷日にཤ༽者と共におやつのクッキングを楽しむ。 
 ・バーベキュー 5月、6月、７月、8月（夏のひととき）、10月 外に昼食をかねて炭火

鉄൚を使ったバーベキューを楽しむ。 
 

【４】疾බを༙する๏への特พ食の提供 
 ・禁忌、アレルギー、食事ྏ๑、エネルギー、塩制限食など疾බに対する特พ食 
 ・発熱などの突発的な発බや食ཋ振など、おかゆ・うどんなど消化のྒྷいもので対応。 
 
【５】食中毒の発生止対策 
 ・給水中の残ཻ塩素の測定をຘ日ྯ行 
 ・調ཀྵ中心温度の測定及び記 
 ・生菜等は、ノロウィルス対策として次亜塩素酸で消毒した後、調ཀྵ加工を行った。 
 ・「オークス・ヴィレッヂ食中毒止対策གྷ項」を定め、これに基づき感染症 
  及び食中毒の衛生管ཀྵの徹底につとめた。 
 
【６】手作りおやつの実施 
 ・ໃ添加の安心して食べられるお菓子の提供 
 ・いつものおやつ以外にもサンデークッキングなどを行って、作り、食べる楽しさを通し 
  て食への楽しみや相互のコミュニケーションをはかることを心掛けた。 
 
 

46



 
 

5-2 お楽しみメニューの実施ๅ告 
月 
 

献ཱི໌・行事໌ 献ཱི内༲ 作成に当たってのඬ（注意事項） 

４ お花見อ当 
 

ちらし寿司、焼き魚 
鶏の唐༴げ、サラダ 
デザート 

・ 桜の季節を楽しむ。 
お花見らしいおอ当にする。 

5 春の運動会 菜カレーライス 
デザート 

・ ཤ༽者と兄の๏が共に楽しめるような 
メニューにする。 

 テーブルマナー 鶏肉のパンฆ天火焼き 
コンビネーションサラダ 
ライス スープ 

・ナイフ、フォークの使い๏を習得し、外食し
たときにༀཱིつようにする。 

 食事会（バーベキュー） 焼肉＆やきそば ・昼食を兼ねた外の食事会（バーベキュー） 

6 お楽しみ食事会 ガパオライス 
鶏肉の黒酢南൰あんかけ 
コンソメスープ 
生パイナップル 

・ いつもと違ったメニューで食事を楽しむ。 
おかわり出པるように盛りつけする。 

 食事会（バーベキュー） 
 

お好み焼き、やきうどん 
果、飲み 

・昼食を兼ねた外の食事会（バーベキュー） 

7 
 
 

創ཱི記念日 
 
 
 
 
 
お楽しみ食事会 
 
 
 
 
七༨食事会 

お赤൩ 
てんぷら 
桜えびと葱入りཝ焼き 
盛りລ茶そば 
メロンとさくらんぼの 
盛り合わせ 
タコライス 
ナスとズッキーニのツナᖳめ 
ピーマンと竹ྡྷの金ฑ 
わかめともやしのスープ 
グレープフルーツ 
松花堂อ当 
そうめん 

・お祝いらしいメニューにする 
 バイキングスタイルでデシャップサービス   
 を実施。 
 鉄൚焼き（インターロッキングにて） 
  ほたてやき、チキンスぺリブ 
  トウモロコシの焼き 
・ いつもと違ったメニューで食事を楽しむ。 

おかわり出པるように盛りつけする。 
 
 
 
七༨らしい食材を詰め合わせ短冊に願い事を
書いて飾りけ行事を楽しんでいただく。 

８ お楽しみ食事会 
 
 
 
 
 
 
食事会（バーベキュー） 
 

ひじき生ᇛごはん 
鶏と菜の黒酢あん 
豚キムチ豆ෙ 
胡瓜のナムル 
トマトとཝのスープ 
甘酒ブランマンジェ 
天の川෫寒天デザート 

・いつもと違ったメニューで食事を楽しむ。 
・おかわり出པるように盛りける。 
 
 
 
 
 

焼肉＆やきそば ・昼食を兼ねた外の食事会（バーベキュー） 
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月 
 

献ཱི໌・行事໌ 献ཱི内༲ 作成に当たってのඬ（注意事項） 

9 お楽しみ食事会 
 
 

ごはん 
豚肉となすの花ᑨᖳめ煮 
スタミナ鉢 
すまし汁 
果 

・ 夏バテ止のメニューにする。 
 

 夏のいこい 
 

バーベキュー 
焼肉、やきそば、ピザ 
とうもろこし、すいか 
水ようかん、ゼリー 
ྮやし漬、ジュース 
すいか割り など 

・ 職員がཤ༽者と家族が楽しめるように バ
ーベキューを提供しもてなす。 
 

10 お楽しみ食事会 
 
 
 
 
食事会（バーベキュー） 

二色ဂ 
おでん 
切り干し大根のはりはり
え 
みそ汁 

・いつもと違ったメニューで食事を楽しむ。 
・おかわり出པるように盛りける。 

 

焼肉＆やきそば ・昼食を兼ねた外の食事会（バーベキュー） 

11 収穫祭 
 
お楽しみ食事会 

ໝ擬店 
 
ふぅ～ふぅ～スパゲティ 
チキンサラダ 
スープ 
ジョア（オレンジັ） 

・ ໝ擬店やṹつきなどを実施し今年の収穫を
皆で祝う。 

・いつもと違ったメニューで食事を楽しむ。 

12 鍋の日（2 回実施） おでん 
鶏だんご鍋 

・卓上コンロを使༽して温かいうちに          
食事をする。 
家庭的なฉ囲気で食事を楽しむ。 

 テーブルマナー 
 
クリスマス会 
 

肉ྋཀྵ 
 
照り焼きチキン 
えびピラフ、 
ポテトサラダ、ミニピザ 
クラムチャウダー 
Ｘｍａｓゼリー 
ケーキ、ジュース 
年越しそば 
 
 

・ ナイフ、フォークの使い๏を習得させ、外
食したときにༀཱིつようにする。 

・パーティのฉ囲気で 1 日をゆっくりと 
・  楽しむ。 
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月 
 

献ཱི໌・行事໌ 献ཱི内༲ ・ 作成に当たってのඬ（注意事項） 

1 おせちメニュー おせちྋཀྵ（箱อ） 
豚の角煮、りんごきんと
ん、かまぼこ、ぶり大根 

・ お正月の三が日をお正月らしいメニューに
して新年のฉ囲気をັわってもらう。 

 鍋の日 ・おでん 
・すきやき鍋 
・鶏だんご鍋 

・ 卓上コンロを使༽して温かいうちに食事を
する。 
家庭的なฉ囲気で食事を楽しむ。 

2 節メニュー 
 

節そば 
いなりとだし巻盛り合わせ 

・ໃබ息災を願って豆まきや豆を食べ  
る。 

 お楽しみ食事会 ごはん 
白いソースのハンバーグ 
星形グラッセ 
ほうれん草とコーンのバタ
ーᖳめ、3 色スープ 

・ いつもと違ったメニューにし、温かい 
食事にする 
。 

 鍋の日 ・すきやき鍋 
・おでん 
 

・ 卓上コンロを使༽して温かいうちに食事を
する。 

・ 家庭的なฉ囲気で食事を楽しむ。 
3 ひなまつりメニュー ちらし寿司 

芋のྚあんかけ 
菜の花のごまあえ 
お吸い、三色ムース 

・ 桃の節句をཤ༽者と楽しくお祝いする。見
たもきれいに盛りつける。 
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5-3 サンデークッキング実施ๅ告 
 

調ཀྵの工程を見て、ซいて、経験して、食を大切にする気持ちを育む。また、簡単な調ཀྵ技
術の習得を的とします。 
簡単な調ཀྵで季節感のあるメニューを考えてみました。 

          

担当主任 大内   ෯主任 準早൬者 
月日 内༲ 材ྋ 
4/8  ཝサンド バターロール、ཝ、マヨネーズ 

4/22 フルーチェ フルーチェの素、くだもの、牛乳 

5/20 チョコフレーク チョコフレーク、牛乳 

5/26 お好み焼き お好み焼きの素、もやし、キャベツ、ソース 

6/11 コーヒーゼリー コーヒー、ゼラチン、アイスクリーム 

6/24 黒糖蒸しパン 黒砂糖、ホットケーキミックス 

7/8 ふかし芋、カルピス じゃが芋、カルピス 

7/22 ハッシュドポテト ハッシュドポテト、ケチャップ 

8/12 フルーツポンチ くだもの、フルーツ缶、ソーダ―水 

8/26 焼きそば 焼きそば、キャベツ、もやし、ソース、紅生ᇛ 

9/9 アイスパフェ アイスクリーム、チョコスプレー 

9/23 黒糖寒天 黒砂糖、寒天、きなฆ 

10/14 ジャムサンド 食パン、ᣂジャム、ブルーベリージャム 

10/28 焼きいも さつまいも、紅茶 

11/11 カステラ カステラ、くだもの、ホイップクリーム 

11/25 オレンジジュレ オレンジジュース、ゼラチン、砂糖、みかん缶 

12/9 スイートポテト さつま芋、生クリーム、バター、砂糖 

12/23 お好み焼き お好み焼きの素、もやし、キャベツ、ソース 

1/13 蒸しパン ホットケーキミックス 

1/27 サラダパン バターロール、ポテトサラダ、マーガリン 

2/9 フルーチェ フルーチェの素、牛乳 

2/20 パンケーキ ホットケーキ、くだもの、ホイップ、チョコシロップ 

3/9 ロールケーキ ロールケーキ、くだもの、ホイップ、スプレット 

3/24 フライドポテト フライドポテト、塩 
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5-4 手作りおやつ 実施ๅ告 
「手作りおやつ」に取り組んでいます。（ຘ週、火༷日・༷日実施） 

使༽している原材ྋがわかるので添加もなく、手間はかかりますが出པཱིての                              
心のこもった「おやつ」を提供し、ཤ༽者の皆༹に大ร喜ばれています。 

  

４
月 

６日 胡ຓ蒸しケーキ  

７
月 

2 日 寒天 
9 日 フライドポテト  3 日 チーズケーキ෫ 
11 日 黒豆寒天  9 日 水ようかん 
16 日 チョロス  10 日 ピザトースト 
19 日 お好み焼き  19 日 たこ焼き 
20 日 バナナマフィン  

   
23 日 寒天  

８ 
月  

11 日 焼きいも 
    12 紅茶蒸しパン 

５
月 

6日 たこ焼き  18 パンプキンパイ 
9日 レモン蒸しパン  26 日 ྜྷ檎マフィン 
11日 マフィン  

   
14 日 ピザトースト  

９
月 

2 日 ピザトースト 
15 日 きなฆ༴げパン  5 日 フライドポテト 
18 日 ベリーパイ  10 日 おᴄ入りぜんざい 

21 日 小豆ລ茶寒天  19 日 マフィン 
25 日 ベーコンマフィン  24 日 寒天 
30 日 ᰶ頭  11 日 焼きいも 

    12 日 紅茶蒸しパン 

６
月 

5 日 マフィン  18 パンプキンパイ 
13 日 じゃが芋の甘煮  26 日 ྜྷ檎マフィン 
14 日 バナナクレープ  

   
18 日 マフィン  
19 日 甘納豆入り蒸しパン  
22 日 ところてん  
28 日 きんぴらᰶ頭  
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１０ 
月 

2 日 ピザトースト 

１
月 

11 日 焼きそば 

 5 日 フライドポテト 25 日 カルピス入り蒸しパン 

 10日 おᴄ入りぜんざい 28 日 ピザ 

 19日 マフィン 31 日 フライドポテト 

 24日 寒天    

 
   

２
月 

 6 日 焼きそば 

 

  
１１ 
月 

1 日 ほうれん草蒸しパン 7 日 みかん寒天 

 5 日 ピザトースト 12 日 寒天 

 7 日 黒糖パンのフレンチトースト 13 日 お好み焼き 

 12日 スイートポテト      

 16日 焼き芋 

3 
月 

4 日 バナナケーキ 

 19日 肉まん 5 日 ピザトースト 

 26日 食パンあんこ༴げパン 8 日 お好み焼き 

 27日 豆寒天 20 日 クリームあんみつ 

 29日 アップルパイ 22 日 ピザ 

 
   29 日 たこ焼き 

 
１２ 
月 

13 たこ焼き    

 14日 ピザ 

 15日 バナナケーキ 

 18日 フライドポテト 
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5-5 ふるさとྋཀྵ教室参加状況ๅ告 

 

年月日 場所 
参加
人数 

ྋཀྵメニュー 

 30年4月11日 
  
  

佐公館 
  

  

6 人 
  

  

茄子のひき肉はさみ煮、きゃべつのᖳり煮 
さつまいもとりんごのはちみつ煮、鮭の༴げ漬け 

 30年5月9日 
   

佐公館 
  

6 人 
  

ほうれん草とベーコンの簡単キッシュ 
大根のきんぴら、こんにゃくと鶏のັḫ煮 
こんにゃくとピーマンのごまᖳめ 

 30年6月13日 
  
  

佐公館 
  
  

6 人 
  

鶏もも肉と菜の༺෫煮 
トマトとグリーンアスパラガスのサラダ 
蒸し茄子の豚キムチあえ 
黒糖あんみつ、かぼちゃご൩ 

 30年7月11日 
  
  

佐公館 
  
  

6 人 
  

鶏肉の葱チーズ焼き 
ひき肉のカレーᖳめ、酢玉葱の作り๏ 
鶏ササミのカレーナゲット 
水菜とじゃこのわかめの酢玉葱え 

    30年8月  休み    

30年9月12日 
市内レストラン 
ブルーマリン 

6 人 
グリーンサラダ、パン or ライス 
フライ盛り合わせ、ケーキ、飲み 

 30年10月10日 佐公館 6 人 
豚肉とれんこんのバルサミコᖳめ、鶏むね肉と
秋菜の甘酢あん、࿉根とエビのཚとし焼き 

 30年11月21日 佐公館 6 人 
二色パプリカのひき肉詰め焼き、ごぼうと豚こ
まのピリ辛ᖳめ、ᖳめなます 

30年12月12日 佐公館  
ごぼうと牛肉のおろししぐれ煮 
レモンマリネのチキンソテー 
白菜とりんごのサラダごま෫ັ 

31年1月   休み 

31年2月13日   

大根のミルフィーユサラダ 
豚バラとれんこんの甘酢ᖳめ 
じゃがṹのピザ 
鶏肉と玉葱人参ピーマンのさっぱり甘酢煮 

 31年3月8日 
市内 6 人 

（ൕ省会）  ブルーマリン  
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5-6 ฑ成 30 年度 栄出納帳（年度ฑ均）ๅ告書 

  

食

構
成 

ฑ
均
給
༫
ྖ 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

蛋
白
質 

脂
質 

ඏ ྖ 栄  素 

カルシ
ウム 

鉄 
ビタ
ミン
Ａ 

ビタミ
ンＢ1 

ビタミ
ンＢ2 

ビタ
ミン
Ｃ 

ナト
リウ
ム 

 g   Kcal  g  g ᶶ   Fe IU    ᶶ    ᶶ    ᶶ    ᶶ 

穀ྪ 210 341 1050 26.6 8.9 82 2.4 0 0.24 0.17 0 645 

砂糖及び 

甘ັྋ 
5 15 51 0.1 0 1 0.1 0 0 0.01 1 1 

་脂ྪ 25 17 143 0.1 15.5 2 0 3 0 0.01 0 61 

種実ྪ 5 3 18 0.8 1.7 14 0.2 0 0.02 0.01 0 0 

みそ 10 9 17 1.2 0.5 10 0.4 0 0.01 0.01 0 444 

大豆製 

その他の豆ྪ 
50 62 74 5.7 4.8 85 1.2 0 0.06 0.05 0 12 

魚介ྪ 60 64 97 11.4 2.9 22 0.4 16 0.04 0 0 544 

獣鳥肉ྪ 60 70 159 11.6 8 5 1 14 0.34 0.12 10 362 

ཝྪ 50 32 52 3.8 3.6 18 0.6 48 0.02 0.15 0 42 

乳ྪ 200 155 91 4.5 5 155 0.2 47 0.04 0.23 0 78 

ྚ黄色菜 130 130 34 2.6 0.3 82 2.5 639 0.12 0.17 50 22 

淡色菜 230 240 57 2.9 0.2 72 1 46 0.09 0.09 41 15 

果実ྪ 150 81 44 0.6 0.1 7 0.2 9 0.04 0.02 16 2 

きのこྪ 10 17 0 1.2 0.2 2 0.3 0 0.03 0.08 0 2 

藻ྪ 10 9 0 0.6 0.1 68 2.5 15 0.02 0.03 1 493 

し好飲ྋྪ 100 26 44 0.1 0 1 0 0 0 0 0 1 

その他 25 29 21 1.5 0 7 0.6 6 0.01 0.03 0 1525 

年度実績値     2286 77.7 53.8 654 13.9 861 1.16 1.21 133 4,284 

ඬ値     2,200 60.0 60.0 650 8 800 1.00 1.00 100 4,000 

ർི 穀エネルギーർ 50.3％ 脂質エネルギーർ 23.2％ 

ർིඬ値 穀エネルギーർ 50％以上 70％າຮ 脂質エネルギーർ 20％以上 25％າຮ 
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６． 健康管ཀྵ実施状況ๅ告 
 健康診断を年2 回実施するとともに、年一回の歯科検診を実施しました。また、健康診

断についてはἜ城県検診協会に依བし実施しました。30年度は、ノロウイルスጸ患者は0
人、インフルエンザጸ患者は、職員3໌のཤ༽者4໌でした。 
 

  6.1 月พ健康管ཀྵ業ແ実施状況 
月 බ院受診 健康診断 健康状態チェック その他 
 
 

４月 

ᶅ 栗田බ院、尚仁会クリ
ニック、大原神経科බ
院、水戸クリニックな
どの定期診察 

ᶆ その他の状況により 
随時 

定期健康診断 

ᶅ検温 
ᶆ体重測定 
（ຘ月実施） 
ᶇ血圧、ຼ拍測定 
（གྷ測定者） 
ᶈ爪、耳垢 
（随時チェック） 

ᶅ 投༂の管ཀྵ 
ᶆ 施設内処置 
 
 

５月 ᶅᶆを実施 精ື検査 
（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

６月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

７月 ᶅᶆを実施 がん検診 
（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

８月 ᶅᶆを実施 がん検診 
（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

９月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

10
月 ᶅᶆを実施 定期健康診断 ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

11
月 ᶅᶆを実施 

精ື検査 
（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

12
月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

１月 
ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

２月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

 
３月 

 
ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅ ᶆを実施 

 

55



 
 

6.2 定期健康診断の状況 
期日 実施人数 検査内༲ 実施状況 検査機関 

 
ฑ成 30 年 
４月 27 日(金) 
 
 
 

 

 
入所者 
49  ໌

 
短期入所者 

3  ໌
 

合計 
52  ໌

 

 
身体計測（身長・体重） 
尿検査（蛋白、糖、潜血） 
血圧測定 
ස血検査 
(1)赤血球数 
(2)血色素  ྖ
(3)白血球数 
(4)血球༲積）、 
脂質検査 
(1)中性脂 
(2)HDLコレステロール 
(3)LDLコレステロール 
肝機能検査 
(1)AST(GOT) 
(2)ALT(GPT) 
(3)γ―GT(γ―GTP) 

CRE・尿素窒素 
HbA1c 
心電図検査、 
胸෨Ｘ線間接撮影 
視ྙ検査、 
聴ྙ検査 
 
 
HBs抗原・HCV抗体 
(新規入所者)) 
胃がんリスク検査 
前ཱི腺がん検診 
(年 1 回 
対象は 50 歳以上男性） 
 

 
ཤ༽者の能ྙによ
り一෨検査(聴ྙ、
視ྙ等)できないも
のもあった。 

 
Ἔ城県 
総合検診協会 

 
ฑ成 30 年 
10 月 25 日() 

 
入所者 
５０໌  

 
短期入所者 

２໌  
  

合計 
５２໌  
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6.3 嘱託医の出ແ状況 
所属：いばらき診ྏ所 田桜子 先生 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

件数 4 5 4 5 5 5 4 ５ ５ 5 5 5 

 
6.4 入所者の疾බጸ患状況(疾බ等พ) 

  男性 女性 合計 

てんかん 10 4 14 
統合失調症 3 5 8 
自ถ性障害（自ถ傾向含む） 6 5 11 
心臓疾患 5 1 6 
肝機能障害 0 2 2 
糖尿බ 1 3 4 
高血圧症 3 3 6 
低血圧症 1 0 1 
甲状腺機能障害 2 0 2 
๚アレルギー 1 0 1 
花ฆ症 4 5 9 
クローンබ 1 0 1 
白内障 1 3 4 
前ཱི腺大症 1 0 1 
肺炎 4 2 6 
A 型インフルエンザ 3 1 4 
骨折 2 2 4 
結ຜ炎 1 3 4 
上行大動ຼᚇ 0 1 1 
骨粗ᱹ症 0 1 1 
ᄸ息 0 1 1 

合計 49 42 91 
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(診ྏ科พ) 

区 

入院 通院 
（A） 
実人員 

 

（B） 
延入院 

ฑ均 
B/A 

（A） 
実人員 

 

（B） 
延通院 
日数 

ฑ均 
B/A 

内科疾患 4 ３２ ８ ４６ 326 7.08 

外科疾患 1 4 4 10 21 2.1 

整形外科疾患 2 65 32.5 15 47 3.1 

形成外科疾患 0 0 0 1 2 2 

耳ඕ咽喉科疾患 0 0 ０ 2 6 3 

ൿේ科疾患 0 0 0 21 42 2 

ൽ尿器疾患 1 4 4 3 23 7.6 

精神、神経科疾患 0 0 0 32 299 9.3 

脳神経外科 0 0 0 3 3 1 

眼科疾患 0 0 0 9 42 4.6 

歯科疾患 0 ０ 0 33 173 5.2 

人科疾患 0 0 ０ 1 1 1 

合計 8 105  176 985  

前年度 合計 6 169  １８２ 959  
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6.5 入所者の医ྏ機関通院状況 
医ྏ機関入通院状況（全ཤ༽者：男女合計）   

医ྏ機関໌ 延通院日数 延入院日数 
栗田බ院 266 0 
大原神経科බ院 15 0 
水戸クリニック 14 0 
日ཱི総合බ院属多賀クリニック 6 0 
ひたちなか総合බ院 70 34 
聖ྐྵメモリアルබ院 2 0 
聖ྐྵメモリアルひたちなか 1 0 
なかの歯科医院 112 0 
口腔センター 60 0 
尚仁会クリニック 277 8 
うどの眼科 41 0 
西山堂慶බ院 70 0 
水戸赤十字බ院 2 0 
水戸協同බ院 9 29 
休日間診ྏ所 4 0 
さわ西クリニック 6 0 
アイビークリニック 1 0 
東海眼科 1 0 
田中循環器内科クリニック 5 0 
加瀬බ院 1 0 
勝田බ院 1 0 
村ཱི東海බ院 10 33 
曽内科医院 1 0 
Ἔ城東බ院 1 1 
勝田整形外科医院 2 0 

いちげൿフ科クリニック 1 0 

サンキュー耳ඕ科クリニック 6 0 
合計 985 105 
前年度 951 205 

59



 
 

医ྏ機関พ通院状況（男性）                     

医ྏ機関໌ 
4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

年
間 

栗田බ院 12 9 11 16 12 14 18 12 11 10 12 13 150 

大原神経科බ院 1 3 4 0 1 1 0 1 0 1 0 1 13 

水戸クリニック 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

日ཱི総合බ院属 
多賀クリニック 

0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 6 

ひたちなか総合බ院 3 2 8 8 1 3 2 3 3 7 2 4 46 

なかの歯科医院 5 6 4 3 6 0 4 4 3 4 5 4 48 

口腔センター 2 2 4 5 4 2 5 6 2 3 5 5 45 

尚仁会クリニック 20 13 8 13 11 7 8 16 15 7 11 10 139 

うどの眼科 1 2 4 0 1 0 2 2 4 1 2 0 19 

西山堂慶බ院 5 4 3 5 3 0 0 2 4 4 3 0 33 

さわ西クリニック 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

水戸赤十字බ院 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

休日間診ྏ所 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

アイビークリニック 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

東海眼科 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

田中循環器内科 
クリニック 

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 4 

水戸協同බ院 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 

月พ合計 52 43 48 53 40 27 45 47 43 38 41 39 516 

月พ合計 前年度 37 44 50 37 31 45 42 42 51 38 32 47 496 

 
 

60



 
 

医ྏ機関พ通院状況（女性）                     

医ྏ機関໌ 
4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

年
間 

栗田බ院 10 6 12 10 11 8 11 11 10 7 9 11 116 

大原神経科බ院 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

水戸クリニック 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

ひたちなか総合බ院 0 1 8 5 3 2 0 1 0 2 2 0 24 

聖ྐྵメモリアルබ院 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

なかの歯科医院 3 4 9 10 5 5 7 5 3 4 5 4 64 

口腔センター 0 2 1 1 0 1 1 1 1 2 0 5 15 

尚仁会クリニック 28 10 7 10 7 6 6 15 18 8 13 10 138 

うどの眼科 3 0 0 3 2 0 2 2 5 2 3 0 22 

西山堂慶බ院 3 6 2 4 4 3 0 3 3 6 1 2 37 

サンキュー耳ඕ科クリニック 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 6 

さわ西クリニック 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

加瀬බ院 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

Ἔ城東බ院 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

水戸協同බ院 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

休日間診ྏ所 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

勝田බ院 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

村ཱི東海බ院 0 0 0 0 3 3 2 1 0 1 0 0 10 

田中循環器内科クリニック 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

勝田整形外科医院 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

いちげൿフ科クリニック 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

聖ྐྵメモリアルひたちなか 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

曽内科医院 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

月พ合計 59 37 41 44 37 30 30 40 46 34 36 35 469 

月พ合計 前年度 35 39 34 22 38 56 44 44 39 38 20 46 455 
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6.6
入

所
者

の
医

ྏ
機

関
入

院
状

況
 

氏
໌

 
බ

院
໌

 
診

ྏ
科

 
බ

໌
 

入
院

日
数

 
入

院
日

 


き
添

い
 

退
院

日
 


き

添
い

 


会
日

・
ඍ

考
 

ワ
タ

ヒ
キ

 
水

戸
協

同
බ

院
 

内
科

 
 肺

炎
 

18
日

 
4/1 

大
山

 
4/18 


田

 
4/9・

 4/16（


会
）

 

サ
カ

タ
 

尚
仁

会
ク

リ
ニ

ッ
ク

 
ൽ

尿
器

科
 

尿
ถ

 
4
日

 
4/6 

石
川

 
4/9 

大
山

 
4/7(

会
）

 

オ
ノ

セ
 

ひ
た

ち
な

か
総

合
බ

院
 

消
化

器
内

科
 

食
道

癌
疑

い
 

内
視

鏡
検

査
 

2
日

 
8/3 

家
族

 
8/4 

家
族

 
 

 

ワ
タ

ヒ
キ

 
村

ཱི
東

海
බ

院
 

整
形

外
科

 
右

大
Ḳ

骨
頚

෨
骨

折
の

術
後

障
害

 
人

工
骨

頭
置

換
術

 
33

日
 

8/24 


田
 

9/25 


田
 

8/30・
9/6・

 
9/14（


会

）
 

モ
ト

ヤ
マ

 
尚

仁
会

ク
リ

ニ
ッ

ク
 

外
科

 
右

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

 
根

治
術

 
4
日

 
8/29 

大
桃

 
9/1 

稲
川

 
8/30・

8/31(
会

）
 

エ
ビ

サ
ワ

 
水

戸
協

同
බ

院
 

総
合

診
ྏ

科
 

意
識

障
害

 
11

日
 

10/13 
稲

川
 

10/23 
大

桃
 

10/14・
10/16(

会
）

 

ウ
エ

ノ
 

Ἔ
城

東
බ

院
 

呼
吸

器
内

科
 

胸
水

貯
ཻ

 
1
日

 
10/15  

家
族

 
10/16 

家
族

 
 

 

カ
ス

オ
 

ひ
た

ち
な

か
総

合
බ

院
 

整
形

外
科

 
右

大
Ḳ

骨
頚

෨
骨

折
 

右
人

関
節

置
換

（
股

）
 

32
日

 
1/4 


田

 
2/5 

大
桃

 
1/7・

15・
16・

 
23・

28(
会

) 
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個
人
的
な
情
報
が
あ
る
た
め
非
公
開



 
 ７
．

 職
員

の
研

修
取

り
組

み
状

況
の

ๅ
告

 
7.1 

๑
人

・
施

設
内

研
修

 
研

修
໌

 
開

催
時

期
 

参
加

職
種

 
講

 
師

 
研

 
修

 
内

 
༲

 

知
的

障
害

の
ཀྵ

解
に

つ
い

て
 

5/22、
25、

31 
支

援
員

 
研

修
委

員
 

「
自

ถ
症

の
ཀྵ

解
」

「
ダ

ウ
ン

症
の

ཀྵ
解

」
「

支
援

の
ポ

イ
ン

ト
」

 
 衛

生
講

習
会

 
 

 
6/26 

支
援

員
 

看
護

師
 

厨


職
員

 

ひ
た

ち
な

か
市

ฯ
健

所
衛

生
課

 
係

長
上

松
༹

 
「

感
染

症
༩


」

「
食

中
毒

༩


」
 

強
度

行
動

障
害

支
援

に
つ

い
て

 
7/11,13 

支
援

員
 

看
護

師
 

調
ཀྵ

・
栄


 

管
ཀྵ

職
 

県
ཱི

あ
す

な
ろ

の
郷

 
地

域
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
：

角
田

博
ช

氏
 

強
度

行
動

障
害

を
༙

す
る

๏
へ

の
支

援
๏

๑
を

深
め

る
 

場


ご
と

の
働

き
๏

 
「

入
ཌྷ

に
つ

い
て

」
 

8/31、
9/3,4,10 

支
援

員
 

研
修

委
員

 
働

き
๏

の
場


を

通
じ

て
、

「


ま
し

い
支

援
」

「


ま
し

く
な

い
支

援
」

を
支

援
ス

タ
ッ

フ
が

情
ๅ

共
༙

し
、

共
通

ཀྵ
解

の
元

業
ແ

の
質

を
向

上
さ

せ
る

 

現
場

か
ら

み
た

ෳ
祉

の
仕

事
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
イ

メ
ー

ジ
 

9/3,7,10/9 

支
援

員
 

看
護

師
 

調
ཀྵ

・
栄


 

管
ཀྵ

職
 

株
式

会
社

 
ケ

ア
ワ

ー
ク

 
森

近
恵

ཨ
子

氏
 

ෳ
祉

の
イ

メ
ー

ジ
を

再
認

識
し

、
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

イ
メ

ー
ジ

を
持

っ
て

仕
事

に
取

り
組

む
。

 

 障
害

の
ཀྵ

解
 

 
 

8/10 ,  8/17 
8/21 ,  8/22 

支
援

員
 

看
護

師
 

 施
設

長
、

支
援

員
（

研
修

委
員

）
 

「
各

種
障

害
の

基
礎

的
ཀྵ

解
」

「
障

害
の

医
学

的
側


の

基
礎

的
知

識
」

「
家

族
の

心
ཀྵ

の
ཀྵ

解
」

 

 障
害

者
虐

待


止
๑

の
ཀྵ

解
と

対
応

 
 

 

9/25 ,  9/29 
10/11 , 11/14 

支
援

員
 

施
設

長
、

支
援

員
（

研
修

委
員

）
 

「
虐

待


止
๑

の
ཀྵ

解
と

対
応

」
「

グ
レ

ー
ゾ

ー
ン

に
つ

い
て

」
 

感
染

症
対

策
と

༩


に
つ

い
て

 
12/12,13,14 

支
援

員
 

看
護

師
 

看
護

師
、

支
援

員
（

感
染

対
策

委
員

）
 

 ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

の
感

染
経

࿑
、

༩


๑
、

ᅇ
吐

時
の

処
ཀྵ

の
仕

๏
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 7.2 

施
設

外
研

修
 

 
研

修
໌

 
開

催
時

期
 

参
加

職
種

 
研

 
修

 
内

 
༲

 
Ἔ

城
県

心
身

障
害

者
ෳ

祉
協

会
 

【
新

任
職

員
研

修
】

 
4/21 

支
援

員
2໌

 
新

た
に

ෳ
祉

職
に

就
い

た
人

た
ち

の
基

礎
知

識
ア

ッ
プ

研
修

 

Ἔ
城

県
社

会
ෳ

祉
協

議
会

 
【

新
任

職
員

研
修

】
 

4/27 
調

ཀྵ
師

1໌
 

新
任

職
員

と
し

て
ච

གྷ
な

基
礎

的
知

識
・

技
術

や
職

ແ
遂

行
上

の
心

構
え

を
習

得
す

る
 

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
 

6/19 
支

援
員

1໌
 

施
設

の
特

性
を

考
え

た
事

故
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

習
得

し
た

う
え

で
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

๏
๑

を
学

び
、

༙
効

な
対

策
を

考
え

る
知

識
と

技
術

を
習

得
す

る
 

強
度

行
動

障
害

支
援

者


成
研

修
 

（
基

礎
研

修
）

 
6/20,21 

支
援

員
2໌

 
「

強
度

行
動

障
害

」
を

༙
す

る
者

が
安

定
し

た
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
障

害
特

性
の

ཀྵ
解

に
基

づ
く

適
切

な
支

援
を

行
う

支
援

者
を


成

す
る

。
 

支
援

ス
タ

ッ
フ

委
員

会
 

 
県

内
施

設
 

視
察

研
修

 
7/5 

支
援

員
1໌

 
管

ཀྵ
者

1໌
 

社
会

ෳ
祉

๑
人

 
筑

紫
会

 
真

ป
授

産
学

園
 

真
ป

厚
生

学
園

 
༻

岩
佄

パ
ン

工


 
 

各
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

 
施

設
見

学
を

踏
ま

え
た

意
見

交
換

会
 

甲
種


火

管
ཀྵ

者
資

格
取

得
講

習
会

 
7/5,6 

支
援

員
1໌

 
甲

種


火
管

ཀྵ
者

資
格

取
得

の
為

の
講

習
会

 
強

度
行

動
障

害
支

援
者


成

研
修

 
（

実
践

研
修

）
 

7/9,10 
支

援
員

2໌
 

「
強

度
行

動
障

害
」

を
༙

す
る

者
が

安
定

し
た

日
常

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

障
害

特
性

の
ཀྵ

解
に

基
づ

く
適

切
な

支
援

を
行

う
支

援
者

を


成
す

る
。

 
Ἔ

城
県

社
会

ෳ
祉

๑
人

経
営

青
年

会
 

セ
ミ

ナ
ー

 
7/13 

管
ཀྵ

者
3໌

 
「

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ミ
ナ

ー
」

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

管
ཀྵ

者
ク

ラ
ス

に
ච

གྷ
な

業
ແ

生
産

性
の

向
上

を
学

び
、

そ
れ

ら
を

実
現

す
る

3
つ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

障
害

者
事

業
の

ཱི
ち

上
げ

と
運

営
管

ཀྵ
・

 
経

営
の

実
ແ

 
7/27 

管
ཀྵ

者
3໌

 
障

害
ෳ

祉
事

業
の

新
規

事
業

の
効

果
的

な
ཱི

ち
上

げ
に

ච
གྷ

な
制

度
、

ๅ
酬

の
ཀྵ

解
か

ら
開

設
運

営
の

実
践

ノ
ウ

ハ
ウ

を
先

進
༑

秀
施

設
の

実
践

に
学

ぶ
 

強
度

行
動

障
害

支
援

者


成
研

修
 

（
基

礎
研

修
）

 
8/30,31 

支
援

員
1໌

 
「

強
度

行
動

障
害

」
を

༙
す

る
者

が
安

定
し

た
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
障

害
特

性
の

ཀྵ
解

に
基

づ
く

適
切

な
支

援
を

行
う

支
援

者
を


成

す
る

。
 

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
【

事
故

発
生

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
ཀྵ

解
す

る
】

 
9/5 

看
護

師
1໌

 
施

設
の

特
性

を
考

え
た

事
故

発
生

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
習

得
す

る
。
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研
修

໌
 

開
催

時
期

 
参

加
職

種
 

研
 

修
 

内
 

༲
 

発
達

障
害

者
研

修
【

大
人

の
支

援
ฦ

】
 

9/11 
支

援
員

1໌
 

管
ཀྵ

者
1໌

 
職

場
に

お
け

る
発

達
障

害
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

業
ແ

を
円

滑
に

取
り

組
む

た
め

の
支

援
๏

๑
を

ཀྵ
解

し
、

お
互

い
の

関
係

づ
く

り
を

す
す

め
る

こ
と

を
学

ぶ
 

強
度

行
動

障
害

支
援

者


成
研

修
 

（
実

践
研

修
）

 
9/11,12 

支
援

員
2໌

 
「

強
度

行
動

障
害

」
を

༙
す

る
者

が
安

定
し

た
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
障

害
特

性
の

ཀྵ
解

に
基

づ
く

適
切

な
支

援
を

行
う

支
援

者
を


成

す
る

。
 

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

研
修

 
9/11、

12 
支

援
員

2໌
 

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

の
コ

ツ
や

ポ
イ

ン
ト

、
対

象
者

に
合

わ
せ

た
ア

レ
ン

ジ
๏

๑
等

を
学

ぶ
。

 
障

害
ෳ

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

合
同

研
修

会
【

災
害

時
に

誰
も

が
ඈ

難
で

き
る

よ
う

に
事

業
所

と
し

て
知

っ
て

お
き

た
い

こ
と

】
 

9/27 
管

ཀྵ
者

1໌
 

実
際

の
現

場
で

の
経

験
を

も
と

に
情

ๅ
交

換
を

行
い

、
具

体
的

な
災

害
支

援
に

つ
い

て
学

ぶ
 

Ἔ
城

県
交

通
安

全
協

会
 

安
全

運
転

管
ཀྵ

者
講

習
 

10/2 
管

ཀྵ
者

1໌
 

従
業

員
の

安
全

運
転

管
ཀྵ

に
つ

い
て

学
ぶ

 

Ἔ
城

県
心

身
障

害
者

ෳ
祉

協
会

 
【


൞

・


災
研

修
】

 
10/2 

支
援

員
1໌

 
「

東
日

ຌ
大

震
災

を
通

し
て

」
「


൞

カ
メ

ラ
運

༽
規

定
に

つ
い

て
」

 

お
茶

の
水

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

学
院

 
【

ア
ド

ラ
ー

心
ཀྵ

学
に

学
ぶ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
】

 
10/14 

支
援

員
1໌

 
原

因
追

及


で
は

な
く

ア
ド

ラ
ー

心
ཀྵ

学
の


的


を

学
ぶ

。
「

リ
フ

レ
ー

ミ
ン

グ
」

「
コ

ー
チ

ン
グ

」
「

ア
サ

ー
シ

ョ
ン

」
に

つ
い

て
 

障
害

者
の

意
思

決
定

支
援

を
考

え
る

 
10/26 

管
ཀྵ

者
1໌

 
支

援
員

3໌
 

「
ซ

い
て

下
さ

い
。

私
の

願
い

。
自


の

生
活

は
自


で

決
め

た
い

」
障

害
者

自
身

の
気

持
ち

を
大

切
に

す
る

支
援

と
背

景
を

学
ぶ

 
社

会
ෳ

祉
施

設
等

中
堅

職
員

研
修

 
10/30 

支
援

員
1໌

 
中

堅
職

員
に

ච
གྷ

と
さ

れ
る

共
通

の
知

識
技

術
を

習
得

す
る

 
社

会
ෳ

祉
施

設
等

看
護

職
員

研
修

 
【

感
染

症
の

知
識

と
対

策
】

 
10/31 

看
護

師
2໌

 
社

会
ෳ

祉
施

設
等

に
勤

ແ
す

る
看

護
師

等
の

職
ແ

遂
行

上
ච

གྷ
な

専


的
知

識
や

技
術

に
つ

い
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
今

日
的

課
題

に
つ

い
て

、
解

決
策

を
究


す

る
 

Ἔ
城

県
心

身
障

害
者

ෳ
祉

協
会

 
【

障
害

者
虐

待


止
研

修
】

 
11/5 

管
ཀྵ

者
1໌

 
「

虐
待


止

の
ཀྵ

解
・

現
状

と
課

題
」

「
ご

家
族

の
思

い
を

聴
く

」
 

「
施

設
・

事
業

所
に

お
け

る
虐

待


止
の

体
制

整
ඍ

」
 

支
援

ス
タ

ッ
フ

委
員

会
 

 
県

内
施

設
 

視
察

研
修

 
11/29,30 

支
援

員
1໌

 
県

外
施

設
視

察
研

修
“袖

ヶ
浦

の
び

ろ
学

園
”、

“い
ん

ば
学

舎
”、

“桐
༓

学
園

”、
“沼

南
育

成
園

” 
施

設
見

学
、

情
ๅ

交
換

会
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研
修

໌
 

開
催

時
期

 
参

加
職

種
 

研
 

修
 

内
 

༲
 

社
会

ෳ
祉

๑
人

経
営

改
善

支
援

研
修

会
 

【
人

事
管

ཀྵ
で

ຳ
ྙ

あ
る

職
場

づ
く

り
】

 
11/30 

管
ཀྵ

者
3໌

 
人

材
の

確
ฯ

、
定

着
、

育
成

な
ど

、
総

合
的

な
人

材
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
学

ぶ
 

社
会

ෳ
祉

協
議

会
 

【
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

研
修

】
 

12/10,11 
支

援
員

1໌
 

職
場

内
で

業
ແ

改
善

等
の

推
進

者
と

し
て

の
ༀ

割
を

果
た

す
た

め
に

効
果

的
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

あ
り

๏
を

学
ぶ

 
Ἔ

城
県

発
達

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
 

【
強

度
行

動
障

害
事

ྭ
ๅ

告
会

】
 

1/10 
管

ཀྵ
者

1໌
 

支
援

員
2໌

 
事

ྭ
ๅ

告
を

通
じ

強
度

行
動

障
害

者
へ

の
取

組
み

を
具

体
的

に
学

ぶ
 

い
ば

ら
き

中
央

ෳ
祉

専


学
校

 
ケ

ア
デ

ザ
イ

ン
サ

ミ
ッ

ト
 

1/12 
管

ཀྵ
者

3໌
 

県
内

事
業

所
に

よ
る

介
護

の
ຳ

ྙ
に

つ
い

て
の

発
න

会
 

お
茶

の
水

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

学
院

 
【

介
護

リ
ー

ダ
ー


成

研
修

】
 

1/18 
支

援
員

1໌
 

コ
ー

チ
ン

グ
や

N
LP(神

経
言

語
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

)、
心

ཀྵ
学

を
ベ

ー
ス

に
介

護
リ

ー
ダ

ー
の

悩
み

を
解

決
す

る
6
つ

の
ス

テ
ッ

プ
を

学
ぶ

 
水

戸
࿓

働
基

準
監

督
署

 
【

社
会

ෳ
祉

施
設

に
お

け
る

࿓
働

災
害


止

研
修

会
】

 
1/22 

管
ཀྵ

者
3໌

 
支

援
員

2໌
 

࿓
働

災
害


止

対
策

の
手

๑
を

学
ぶ

 

権
ཤ

༶
護

関
係

学
習

会
 

成
年

後
見

制
度

に
つ

い
て

 
1/25 

管
ཀྵ

者
3໌

 
成

年
後

見
制

度
に

つ
い

て
学

ぶ
 

日
ຌ

知
的

障
害

者
ෳ

祉
協

会
 

障
害

者
支

援
施

設
෨

会
全

国
大

会
 

1/30,31 
管

ཀྵ
者

3໌
 

「
幸

ෳ
づ

く
り

の
創

造
 

障
害

者
支

援
施

設
の

こ
れ

か
ら

 
」

 

お
茶

の
水

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

学
院

 
【

介
護

リ
ー

ダ
ー

の
為

の
信

བ
関

係
構

築
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
】

 
2/7 

支
援

員
1໌

 
ス

タ
ッ

フ
と

の
信

བ
関

係
構

築
の

た
め

の
๏

策
を

学
ぶ

 

社
会

ෳ
祉

施
設

等
給

食
担

当
職

員
研

修
 

2/8 
栄


士

 
調

ཀྵ
師

1໌
 

給
食

担
当

職
員

と
し

て
、

職
ແ

遂
行

上
ච

གྷ
な

知
識

及
び

技
術

を
習

得
す

る
。

 
「

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
食

事
に

つ
い

て
」

「
食

中
毒

と
༩


๏

๑
に

つ
い

て
」

 
「

Ἔ
城

の
ඔ

ັ
し

い
食

材
を

メ
ニ

ュ
ー

に
入

れ
る

工


」
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研
修

໌
 

開
催

時
期

 
参

加
職

種
 

研
 

修
 

内
 

༲
 

県


地
区

7
施

設
研

修
会

 
2/7,8 

管
ཀྵ

者
3໌

 
支

援
員

2໌
 

「
社

会
ෳ

祉
๑

人
制

度
改

革
後

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

」
 

情
ๅ

交
換

会
 

社
会

ෳ
祉

๑
人

等
管

ཀྵ
・

代
න

者
研

修
 

【
経

営
ཀྵ

念
・

ビ
ジ

ョ
ン

の
実

現
】

 
2/13 

管
ཀྵ

者
1໌

 
職

員
の

定
着

・
育

成
・

職
場

環
境

づ
く

り
と

い
っ

た
課

題
解

決
や

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
に

向
け

た
手

๑
・

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
学

ぶ
 

社
会

ෳ
祉

施
設

等
中

堅
職

員
研

修
 

2/19 
支

援
員

1໌
 

中
堅

職
員

に
ච

གྷ
と

さ
れ

る
共

通
の

知
識

技
術

を
習

得
す

る
 

Ἔ
城

県
社

会
ෳ

祉
๑

人
経

営
青

年
会

 
研

修
会

 
2/19,20 

管
ཀྵ

者
3໌

 
講

演
 

「
こ

れ
か

ら
の

社
会

ෳ
祉

と
若

手
リ

ー
ダ

ー
に

期
待

す
る

こ
と

」
 

「
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

が
水

戸
の

街
を

活
性

化
さ

せ
る

」
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 ８

．
 

災
の

取
り

組
み

状
況

ๅ
告

 
 災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
、

ཤ
༽

者
の

生
ໍ

の
安

全
を

最
༑

先
に

行
動

で
き

る
よ

う
、

ඈ
難

༢
導

訓
࿇

等
を

実
施

し
ま

し
た

。
 

 ඈ
難

訓
࿇

実
施

状
況

ๅ
告

 
日


 

訓
࿇

໌
 

想
定

と
ね

ら
い

 
訓

࿇
内

༲
 

ཻ
意

点
 

4/19 
ඈ

難
訓

࿇
 


間

想
定

時
、

出
火

場
所

：
厨


 

緊
急

๎
送

を
よ

く
ซ

き
指

定
場

所
に

速
や

か
に

ඈ
難

༢
導

す
る

。
 

火
災

覚
知

時
後

、
女

子


勤
者

の
ඉ

常
๎

送
に

よ
る

ඈ
難

ໍ
ྫ

が
発

せ
ら

れ
た

ら
、

総
て

の
活

動
を

中
止

し
、

緊
急

๎
送

に
よ

る
ඈ

難
経

࿑
に

従
い

、
速

や
か

に
ඈ

難
す

る
事

が
で

き
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
グ

ラ
ン

ド
 

๎
送

設
ඍ

の
使

༽
๏

๑
に

つ
い

て
、

段
か

ら
意

識
し

て
手

順
を

確
認

す
る

ච
གྷ

が
あ

る
。

 

5/18 
ඈ

難
訓

࿇
 

 


間
時

想
定

、
地

震
後

の
火

災
場

所
：
厨


 

消
火

器
具

の
使

༽
๏

๑
の

再
確

認
。

 
ス

ム
ー

ズ
な

ඈ
難

༢
導

。
 

 

火
災

覚
知

後
、

職
員

の
༢

導
の

下
、

緊
急

๎
送

の
指

示
に

従
い

、
速

や
か

に
各

居
室

か
ら

ඈ
難

場
所

へ
ඈ

難
し

、
人

員
確

認
を

行
い

ま
し

た
。

 

ඈ
難

場
所

：
グ

ラ
ン

ド
 

大
き

な
声

で
緊

迫
し

た
ฉ

囲
気

の
中

訓
࿇

を
実

施
す

る
ච

གྷ
性

が
あ

る
。

 

6/8 
消


総

合
訓

࿇
 

（
消

火
器

具
の

 
使

༽
含

む
）

 


間

３
人

体
制

時
想

定
、
出

火
場

所
・
洗

濯
室

 
消

火
設

ඍ
の

使
༽

๏
๑

を
ཀྵ

解
す

る
。

 
３

人
体

制
時

の
各

ༀ
割


担

を
ཀྵ

解
し

行
動

す
る

。
 

今
回

の
訓

࿇
で

今
ま

で


安
に

思
っ

て
い

た
こ

と
等

を
消


職

員
に

き
く

事
が

で
き

ま
し

た
。

通
ๅ

訓
࿇

で
は

実
際

に
消


署

と
の

や
り

取
り

を
経

験
す

る
事

が
で

き
ま

し
た

。「
煙

が
充

ຮ
し

て
い

る
状

況
」の

体
験

を
ཤ

༽
者

、
職

員
が

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
グ

ラ
ン

ド
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
と

࿊
携

し
て

い
る

が
、༙

事
の

際
、突

入
口

が


確
で

な
か

っ
た

。そ
の

為
、

食
堂

に
印

を


け
て


確

に
し

た
。 

7/10 
ඈ

難
訓

࿇
 


間

想
定

時
、

出
火

場
所

：
厨


 

緊
急

๎
送

を
よ

く
ซ

き
指

定
場

所
に

口
を

押
さ

え
、

低
い

姿
勢

で
安

全
に

ඈ
難

す
る

。
 

火
災

覚
知

後
、
職

員
の

༢
導

の
下

、
緊

急
๎

送
の

指
示

に
従

い
、
速

や
か

に
各

居
室

か
ら

ඈ
難

場
所

へ
ඈ

難
し

、
人

員
確

認
を

行
い

ま
し

た
。

 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
低

い
姿

勢
で

口
を

押
さ

え
て

ゆ
っ

く
り

ඈ
難

す
る

よ
う

声
掛

け
を

実
施

す
る

。
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月
日

 
訓

࿇
໌

 
想

定
と

ね
ら

い
 

訓
࿇

内
༲

 
ཻ

意
点

 

9/20 
ඈ

難
訓

࿇
 

 


間
想

定
時

、
出

火
場

所
：

厨


 
緊

急
๎

送
を

よ
く

ซ
き

指
定

場
所

に
口

を
押

さ
え

、
低

い
姿

勢
で

安
全

に
ඈ

難
す

る
。 


間

想
定

で
実

施
し

ま
し

た
。

女
子


勤

者
に

よ
る

緊
急

๎
送

の
指

示
に

従
い

、
低

い
姿

勢
で

口
を

押
さ

え
て

、
ཚ

ち
着

い
て

ඈ
難

す
る

よ
う

促
し

ま
し

た
。

時
間

は
か

か
り

ま
し

た
が

安
全

に
ඈ

難
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ඈ
難

後
は

速
や

か
に

人
員

確
認

を
行

い
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
転

倒
等

の
二

次
災

害
を

想
定

し
て

、安
全

に
ඈ

難
す

る
事

を
ཻ

意
す

る
。

 

10/26 
ඈ

難
訓

࿇
 


間

想
定

時
、

出
火

場
所

：
厨


 

緊
急

๎
送

を
よ

く
ซ

き
指

定
場

所
に

口
を

押
さ

え
、

低
い

姿
勢

で
安

全
に

ඈ
難

す
る

。 

火
災

覚
知

後
、

女
子

棟


勤
者

に
よ

る
緊

急
๎

送
の

指
示

に
従

い
、

速
や

か
に

各
居

室
か

ら
ඈ

難
場

所
へ

ඈ
難

し
人

員
確

認
を

行
う

。
 

低
い

姿
勢

で
ඈ

難
出

པ
る

よ
う

声
掛

け
を

し
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
グ

ラ
ン

ド
 

訓
࿇

終
྅

後
に

、緊
急

๎
送

を
ྒྷ

く
ซ

く
こ

と
と

、助
け

合
っ

て
ඈ

難
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の


を

し
、

緊
迫

感
を

持
た

せ
る

。
 

11/14 
ඈ

難
訓

࿇
 


間

３
人

体
制

想
定

、
出

火
場

所
：

厨


 
３

人
体

制
時

の
各

ༀ
割


担

を
ཀྵ

解
し

行
動

す
る

。
 

火
災

覚
知

後
、

事
ແ

員
の

ඉ
常

๎
送

に
よ

る
ඈ

難
ໍ

ྫ
が

発
せ

ら
れ

た
ら

、
全

て
の

活
動

を
中

止
し

、
緊

急
๎

送
に

よ
る

ඈ
難

経
࿑

に
従

い
、

安
全

に
ཚ

ち
着

い
て

ඈ
難

す
る

よ
う

༢
導

し
ま

し
た

。
ඈ

難
を

し
た

順
に

人
員

確
認

を
行

い
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
各

ༀ
割


担

を
把

握
し

、速
や

か
に

行
動

す
る

。
 

声
を

大
き

く
出

し
ඈ

難
༢

導
す

る
。

 

12/15 
ඈ

難
訓

࿇
 

新
人

職
員

指
導

 


間

想
定

時
、

出
火

場
所

：
厨


 

緊
急

๎
送

を
よ

く
ซ

き
指

定
場

所
に

口
を

押
さ

え
、

低
い

姿
勢

で
安

全
に

ඈ
難

す
る

。 


間

想
定

で
実

施
し

ま
し

た
。

女
子


勤

者
に

よ
る

緊
急

๎
送

の
指

示
に

従
い

、
低

い
姿

勢
で

口
を

押
さ

え
て

、
ཚ

ち
着

い
て

ඈ
難

す
る

よ
う

促
し

ま
し

た
。

時
間

は
か

か
り

ま
し

た
が

安
全

に
ඈ

難
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ඈ
難

後
は

速
や

か
に

人
員

確
認

を
行

い
ま

し
た

。
新

人
職

員
に

ඈ
難

訓
࿇

の
説


を

し
ま

し
た

。
 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
段

差
で

の
転

倒
等

、二
次

的
な

災
害

に
注

意
す

る
。

 
冬

季
は

、࿑


凍
結

や
寒

さ
等

注
意

す
る

事
項

が
増

え
る

の
で

ཻ
意

す
る

。
 

新
し

い
職

員
に

ඈ
難

訓
࿇

の
ླྀ

れ
を

把
握

し
て

も
ら

う
。

 

69



 
 

月
日

 
訓

࿇
໌

 
想

定
と

ね
ら

い
 

訓
࿇

内
༲

 
ཻ

意
点

 
1/12 

ඈ
難

訓
࿇

 
新

人
職
員

指
導

 


間
想

定
時

、
出

火
場

所
：

厨


 
緊

急
๎

送
を

よ
く

ซ
き

指
定

場
所

に
口

を
押

さ
え

、
低

い
姿

勢
で

安
全

に
ඈ

難
す

る
。 


間

想
定

で
実

施
し

ま
し

た
。

女
子


勤

者
に

よ
る

緊
急

๎
送

の
指

示
に

従
い

、
低

い
姿

勢
で

口
を

押
さ

え
て

、
ཚ

ち
着

い
て

ඈ
難

す
る

よ
う

促
し

ま
し

た
。

時
間

は
か

か
り

ま
し

た
が

安
全

に
ඈ

難
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ඈ
難

後
は

速
や

か
に

人
員

確
認

を
行

い
ま

し
た

。
新

し
い

職
員

に
ඈ

難
訓

࿇
の

ླྀ
れ

を
説


し

ま
し

た
。

 
 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
出

火
場

所


近
を

通
過

し
て

ඈ
難

し
な

い
よ

う
ཻ

意
す

る
。凍

結
に

よ
る

転
倒

に
も

ཻ
意

す
る

。
 

新
し

い
職

員
に

ඈ
難

訓
࿇

の
ླྀ

れ
を

把
握

し
て

も
ら

う
。

 

2/26 
ඈ

難
訓

࿇
 


間

３
人

体
制

想
定

、
出

火
場

所
：
洗

濯
室

 
職

員
の

少
な

い
時

間
帯

で
の

ඈ
難

訓
࿇

 
み

ん
な

で
協

ྙ
し

、ス
ム

ー
ズ

に
ඈ

難
༢

導
す

る
。

 

火
災

覚
知

後
、

女
子

棟


勤
者

に
よ

る
緊

急
๎

送
の

指
示

に
従

い
、

速
や

か
に

各
居

室
か

ら
ඈ

難
場

所
へ

ඈ
難

し
人

員
確

認
を

行
う

。
 

低
い

姿
勢

で
ඈ

難
出

པ
る

よ
う

声
掛

け
を

し
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
࿑


凍

結
や

寒
さ

等
注

意
す

る
事

項
が

増
え

る
の

で
ཻ

意
す

る
。

 

3/26 
ඈ

難
訓

࿇
 

昼
間

時
想

定
、
地

震
後

の
火

災
場

所
：
厨


 

消
火

器
具

の
使

༽
๏

๑
の

再
確

認
。

 
安

全
に

ཚ
ち

着
い

て
の

ඈ
難

༢
導

。
 

昼
間

想
定

で
実

施
し

ま
し

た
。

厨


、
事

ແ
と


間

想
定

で
は

訓
࿇

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

ඈ
難

訓
࿇

を
再

確
認

す
る

機
会

に
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

日
勤

職
員

も
含

め
て

の
訓

࿇
で

職
員

が
多

い
状

態
で

し
た

が
適

確
な

指
示

に
よ

り
安

全
に

ඈ
難

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

 

ඈ
難

場
所

：
交

ླྀ
ホ

ー
ム

 
各

職
員

、
ༀ

割


担
を

し
っ

か
り

と
把

握
し

、安
全

、適
確

に
行

動
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
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９．主な催事のๅ告 
月 ೖ ಼༲ 支援員ༀ員 ฯ護者のༀ員 ඍ考 

４月     

ॵ२ お花見外出 高安・山  
お花見をしながらおやつ

をৱべる。 

 お花見อ ਧ৮員   

21(ౖ) 
の会૱会 

９：３０～ 

施અௗ 

遠山、高安、山 
 各୴であり。 

５月     

12(ౖ) 春の運ಊ会 ౣ๏・ਈీ 横山・ੜਭ 
参加：ཤ༽者、

兄、৮員 

27(ೖ) スポーツの集い 
（施અ）関・ీ 

（६ඍ）磯㟔・ᖔീ 
  

６月     

 希外出 岩間・ઔ  
各ൟでೖ帰り 

ハイキング 

     

 お楽しみৱ事会 ∃   

16(ౖ) ૡঈ ੶ઔ・寺山 ໘引・ຉ಼ 
参加：ཤ༽者、

兄、৮員 

７月     

 ཱི記೨ೖ ਧ৮員   

 お楽しみৱ事会 山（ඔ）   

7/21(ౖ) 夏のいこい 
山・磯㟔 

宇 
高ു・横山 

参加：ཤ༽者、

兄、৮員 

８月     

 お楽しみৱ事会 ಼   

９月     

 お楽しみৱ事会 岡ీ   

9月 
27,10/4 

ೖ帰りྃ行 
稲ઔ・൏ 

ᖔീ 
 

参加：ཤ༽者、৮員 

３グループにける 
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月 ೖ ಼༲ 支援員ༀ員 ฯ護者のༀ員 ඍ考 
10月     
13(ౖ) ひたちなか市運ಊ会 寺山・ౣ๏   

28(ೖ) 四施અ合ಋ運ಊ会 
（施અ）岩間・砂押 

（६ඍ）ਈ ・ీౣ ๏ 
 

参加：ཤ༽者、兄、 

৮員 

 お楽しみৱ事会 佐౽   

11月     

3(ౖ) 秋まつり 
高安・山 

関 
ੜਭ・高ു 

参加：ཤ༽者、兄 

、৮員 

 お楽しみৱ事会 ోว   

12月     

5(ਭ) さよならパーティ 
੶ઔ・ঋଞ 

ਈీ 

横山・໘引 

ੜਭ 

参加：ཤ༽者、兄、 

৮員 

25(火) 
クリスマス会 

（施અ಼） 
関・磯㟔   

１月     

 おਜ਼月ৱ事 ਧ৮員   

     

２月     

 ઇ ᖔീ   

 お楽しみৱ事会 岡ీ   

３月     

 ひな祭りৱ事 ਧ৮員  

ひなਕ形はのびのびൟに

てઅ及びฤけを行

う。 

 レストランアラカルト ൏・ຉ江  

1೧のൕを含め、間

と一ॻに楽しいৱ事をし

ましょう。 
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10:00【主催者挨拶・会宣ᚕ】 

14:00【福引抽ᢠ】終了後、フィナーレ 

11:00【YOSAKOIソȸランᑈ】ఞよさこいᡲ 

 

カレȸライス  けんちんうどん  やきそば 

ཅɸ からあげ  フラȳクフルト きᯓ   

たこき おڤみき ポテトフライ  

ドリȳクӲᆔ          その˂ᑥ々 

コスἣ 味 屋台街

10:20【ダンスの発ᘙ】オークスヴィレッヂ利用者 
 

 
おもちゃ
ゲὊἲ
クジ引き

10:50【来ខ挨拶・ボランティア紹介】 
10:40【ダンスの発ᘙ】ἛーἠἪ佐野保育園 

 ˟܍ᱛ̬ٽやんさ【ڌᱛٽ】12:20

10:30【ソȸランᑈ】ἛーἠἪ船場ἤἺὓ園 

11:40【コーラス発ᘙ】佐中学校合唱ᢿ 

13:10【カラオケ大会】び入り参加 OKᲛ 
13:40【ᑶと緑のオークション】(株)砂押園ᑸ 

 

 

 

社会福祉法人オークス・ウェᾰᾚェア 

障害者支援施設 

オークスᾹィᾱᾈᾇ 
ひたちなか市佐和 788-13 

℡：029-285-2214 

 

      

１ 等 ἛὛἰἰὐ自転車 
２等 ίーᾍᾰώ掃除機 
３等 電気毛布 
Ộ等 任天堂έᾭᾇύᾇέ 
ộ等 入浴施設回数券 
 

  

 
 

 つきたてᲛ༏々Მ 

ᐵூᲛᲛ 

もち 
 
 

ἢザὊ 

＜当日ご協ႁいただける皆အの紹介＞ ※敬称ၞ・50音順 
青柳薫光   (福)心のგ   桜よさこいႲ   (福)幸の実園   佐野中学校   
(株)砂押園芸   (福)第二幸の実園   (株)筑波銀行   常磐大学    
(福)なるみ園   (福)ハートケアセンターひたちなか   総合商事双ဩグループ 
フラワークラフトアンティクス    水戸医師会看護専門学院   水戸証券(株)   
水戸信ဥ金庫   (福)やまびこ厚生園   やんさ太鼓保存会   オークス職員 OB 
オークスヴィレッヂ保護者会   (福)おーくす佐野保育園    (福)オークス東海  

 (株)オークスひたちなか    (福)おーくす船場こども園    個人ボランティアの方  々
 



 
 

10.見学者・ボランティア受け入れๅ告 
 
見学者およびボランティアの受け入れについては、広く施設機能の解๎をすすめ、施設の

透性を育てる上で極めて༙༽なものと認識致します。 
さらに私たち施設職員は、新しい人々との出会いによって、自らが絶えず試され鍛えられ

ていく貴重な体験の機会であると考えます。 
 そして、これらの๏々は、地域における貴重な人的ෳ祉資源でもあります。施設見学やボラ
ンティア活動を通じて、段日常では関わる機会も少ないであろう、障害者とのふれあいによ
り垣根が外れ、また、地域に障害者ෳ祉におけるཀྵ解者が輩出されたことと希する次第です。 
 

１． 施設見学者受け入れ状況ๅ告 
日時 団体໌等 見学的 
10 月 10 日 Ἔ城県ཱི勝田特พ支援学校

PTA 中学一年ฯ護者の๏々 
【計 1０໌】 

・施設見学 
・情ๅ交換 

随時受入を行
った 

日中一時ཤ༽的見学者 
短期入所ཤ༽的見学者 
施設入所ཤ༽的見学者 

 

  
2. ボランティア受け入れ状況 
日時 団体໌等 ボランティア内༲ 
ຘ月 
第１金༷日 

いちょうの会 
【༁ 8 ໌】 

まくら作業ൟにおいて、まくらの
製造過程である工程の手伝い。 

ຘ月 
第 1、第３土༷日 

絵画教室 
【1 ໌】 

ཤ༽者の๏に絵画の指導。 

月 1 回 ふるさとྋཀྵ教室 稲田公館において、ྋཀྵサーク
ルの活動に一緒に参加させても
らっている。 

秋祭り 砂押園芸 5 ໌ 
筑波銀行 5 ໌ 
常൮大学 4 ໌ 
ひたちなか市社会ෳ祉協議会申込一ൢ 3 ໌ 
水戸医師会看護専学校 3 ໌ 
水戸信༽金庫 3 ໌ 
水戸証券 4 ໌ 
(ෳ)障害者支援施設なるみ園 7 ໌ 
(ෳ)障害者支援施設幸の実園 9 ໌ 
(ෳ)障害者支援施設やまびこ厚生園 5 ໌ 
(ෳ)ハートケアセンターひたちなか 3 ໌ 
(ෳ)心(shin) 13 ໌ 

祭りの運営のึ助 
ໝ擬店の出店等のご協ྙ 
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11．主な環境整ඍ、の購入のๅ告 
日常的な施設設ඍの点検を継続したことで修繕や背日がචགྷな箇所を早めに見つけて対応す

ることができました。 
ཤ༽者の視点では安全で快適な住環境を、職員の視点では安全な࿓働環境とෝ担軽減や効ི性
を重視したの見直し整ඍを行ってまいりました。 

また、日頃の清掃や整ཀྵ整頓に心がけて清潔で整ඍの行き届いた環境づくりに努めました。 
 
【環境整ඍ】 
月 内 ༲ 的・ཀྵ༟・効果等 ඇ ༽ 
4 電気温水器設置工事 男子支援員室、女子支援員室に設置。 36 ຬ円 
6 給湯器水、混合水栓交換 地域交ླྀホーム給湯設ඍが凍結により破損し

水が見られた為に修繕を行った。また、同༹
に࿒店෫࿌混合水栓破損により交換を行った。 

19 ຬ円 

6 職員トイレ、居室ป等の修繕 経年によりඔ観を損ねており、簡易な清掃によ
りඔ観をฯてるようパネル貼りけを行った。 

71 ຬ円 

7 玄関ホールป 塗装 経年によりඔ観を損ねていたปを再塗装した。 15 ຬ円 
11 浄化槽修繕 経年྾化及び震災の影響による影響と思われ

るが破損がみられ修繕をགྷした。 
73 ຬ円 

11 受水槽修繕 経年による受水槽の྾化箇所の修繕を行った。 24 ຬ円 
1 食堂ป改修 経年によりඔ観を損ねており、簡易な清掃によ

りඔ観をฯてるようパネル貼りけを行った。 
41 ຬ円 

 
【等】※10 ຬ円以上 
月 内 ༲ 的・ཀྵ༟・効果等 ඇ ༽ 
4,5 ソファーベンチ 6 台 施設内共༙スペースに設置してある、ソファー

ベンチの破損、汚損しているものを交換した。 
24 ຬ円 

4 ブラインド 6 か所 玄関ホールおよび、会議室内が西日に悩まされ
ておりブラインドを新設した。 

14 ຬ円 

9 食器洗浄機修ཀྵ 故障により修ཀྵをགྷした。 10 ຬ円 
11 中古自動車（ヴォクシー） ཤ༽者༽の車ྈハイエースを廃車にした代わ

りとして、新たに車ྈを購入した。 
98 ຬ円 

12 ใ丁殺菌庫 ใ丁殺菌庫経年による故障により、買い替えを
གྷした。 

25 ຬ円 

2 液晶テレビ  ཤ༽者の๏の娯楽として、55 インチの液晶
テレビを食堂に設置した。 

18 ຬ円 
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